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は
じ
め
に

オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
は
、
も
と
も
と
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
情
報
収
集
の
た
め
に
一

八
四
〇
年
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
一
八
四
七
年
以
降
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
を

含
む
よ
う
に
な
る
。
筆
者
は
す
で
に
別
段
風
説
書
に
お
け
る
「
一
八
四
八
年
革
命
」

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
検
討
し
た（

（
（

。
そ
こ
で
本
稿
は
、
そ
れ
に
続
く
時
期
で

あ
る
一
八
五
〇
年
代
の
別
段
風
説
書
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
を
検
討
し
て
い
く
。

風
説
書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』（
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究

所
叢
書
）（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）（
以
下
、『
集
成
』）
の
刊
行
お
よ
び
松
方

冬
子
編
『
別
段
風
説
書
が
語
る
一
九
世
紀　

翻
訳
と
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）（
以
下
、
松
方
編
）
に
よ
っ
て
、
別
段
風
説
書
の
内
容
が
一
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
筆
者
の
よ
う
な
西
洋
史
の
研
究
者
に
も
参
照
が
容
易
と
な
っ
た
。

一
九
世
紀
半
ば
の
日
本
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
が
伝
わ
っ
て

い
た
の
か
を
明
ら
か
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
西
洋
史
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
研
究

課
題
で
あ
り
う
る
。

本
稿
は
、
別
段
風
説
書
に
描
か
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
報
を
分
析
す
る
た
め

に
、『
集
成
』
の
長
崎
訳
・
江
戸
訳
お
よ
び
松
方
編
の
現
代
語
訳
の
テ
キ
ス
ト
を
用

い
る
。
長
崎
訳
・
江
戸
訳
・
現
代
語
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れA

part N
ieuw

s

の
オ
ラ
ン

ダ
語
原
文
か
ら
直
接
翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
オ
ラ
ン
ダ
に
対

す
る
訳
文
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
は
等
価
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
比

較
・
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
を
当
時
の
日
本
が
ど
の
よ
う
に

理
解
し
た
か
だ
け
で
な
く
、
現
代
の
理
解
や
解
釈
と
の
比
較
も
可
能
と
な
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
比
較
の
際
に
、
翻
刻
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文（

（
（

も
適
宜
用
い
る
。（
な

お
、
引
用
に
際
し
て
、『
集
成
』
に
関
し
て
は
、
長
崎
訳
・
江
戸
訳
と
ペ
ー
ジ
数
の

み
記
す
。
松
方
編
に
関
し
て
は
、
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
。）

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
エ
リ
ッ
ク
・
Ｊ
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
（Eric J. H

obsbaw
m

）

は
、
一
九
世
紀
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
「
長
い
一
九
世

紀
」
と
捉
え
た
う
え
で
、
一
九
世
紀
を
三
期
に
区
分
す
る
。
第
一
期
は
市
民
革
命
と

産
業
革
命
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
四
八
年
の
「
二
重
革
命
の
時

代
」、
第
二
期
は
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
の
「
資
本
の
時
代
」、
第
三
期

は
一
八
七
五
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
の
「
帝
国
の
時
代
」
で
あ
る
。
別
段
風
説
書

オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
に
お
け
る
一
八
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

割
　
　
田
　
　
聖
　
　
史
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に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
が
現
れ
る
の
は
一
八
四
七
年
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
別
段
風

説
書
が
終
わ
る
一
八
五
七
年
ま
で
は
、「
資
本
の
時
代
」
の
始
ま
り
の
時
期
に
当
た

る
。
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、「
資
本
の
時
代
」
を
、「
政
治
革
命
が
後
退
し
、
産
業
革
命

が
前
進
し
た
」
時
代
で
「
経
済
と
技
術
」
の
進
展
が
顕
著
で
あ
り
、「
時
代
の
キ
ー

ワ
ー
ド
」
で
あ
る
「
進
歩
」
と
い
う
概
念
に
支
え
ら
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
「
勝

利
」
し
た
時
代
と
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
こ
の
「
勝
利
」
は
す
ぐ
に
終
わ
る
こ
と
と

な
る
）（

（
（

。
別
段
風
説
書
に
も
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
1
で
一
八
五
〇
年
代
の
別
段
風
説
書
の
情
報
全
体
を
概
観

し
、
そ
の
う
ち
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
の
概
要
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
検
討
す
る
対
象

を
限
定
す
る
。
2
で
は
一
八
四
八
年
革
命
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
状
況
を
、
3

で
は
自
由
貿
易
を
め
ぐ
る
情
報
を
、
4
で
は
科
学
技
術
の
発
展
に
関
す
る
情
報
を
確

認
す
る
。
5
で
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
大
の
事
件
で
あ
る
ク
リ
ミ

ア
戦
争
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

１
、
一
八
五
〇
年
代
の
別
段
風
説
書

本
稿
で
対
象
と
す
る
一
八
五
〇
年
代
の
別
段
風
説
書
の
構
成
全
体
は
表
1
の
通
り

で
あ
る
。
一
八
五
四
年
以
降
は
、A

part N
ieuw

s

お
よ
び
別
段
風
説
書
に
お
よ
そ
国

別
の
項
目
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
明
確
な
項
目
分
け

は
な
い
た
め
、
松
方
編
の
区
分
に
従
っ
て
項
目
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
1
の

「
最
新
情
報
の
日
付
」
は
松
方
編
の
現
代
語
訳
を
、A

part N
ieuw

s

の
日
付
は
松
方

編
三
四
二
―
三
四
三
頁
の
表
を
参
照
し
て
い
る
。

表
1
か
ら
情
報
の
伝
達
に
か
か
る
期
間
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。「A

part 

N
ieuw

s

の
日
付
」
が
文
書
の
作
成
日
と
考
え
る
と
、「
最
新
情
報
の
日
付
」
は
、
ア

ジ
ア
お
よ
びA

part N
ieuw

s

が
作
成
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
情
報
が
多

く
、
作
成
日
か
ら
一
か
月
程
度
前
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
情
報
の
到
達
は
よ
り
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
一
八
五
〇
年

か
ら
一
八
五
二
年
ま
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
は
、
お
よ
そ
半
年
前
の
も
の
が
最
新

の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
五
三
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
情
報
は
お

よ
そ
三
か
月
前
の
も
の
と
伝
達
期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
、
後
述
の
電
信
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
え
る
。

当
該
時
期
の
別
段
風
説
書
に
具
体
的
に
表
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
オ
ラ
ン

ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、「
ド
イ
ツ
」、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ロ
シ
ア
、
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
的
に
は
厳
密
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
外
と
な
る
が
、
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
も
、
以
下
で
は
取
り
上
げ
る
。
別
段
風
説
書
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
諸
国
に
つ
い
て

の
情
報
の
概
要
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
一
八
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
情
報
を
具
体
的
に
取
り
上
げ

て
い
く
こ
と
す
る
。

２
、
一
八
四
八
年
の
「
騒
動
」
の
余
波

一
欧
羅
巴
諸
洲
ニ
於
テ
ハ
人
民
ノ
騒
動
打
続
候
【
長
崎
訳
三
三
七
頁
】

一
欧
羅
巴
の
騒
動
未
タ
静
ま
り
不
申
候
【
江
戸
訳
三
五
四
頁
】

一
八
五
〇
年
に
入
る
前
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
一
八
四
八
年
の
「
騒
動
」
の
影
響

が
強
く
残
っ
て
お
り
、
一
八
五
〇
年
、
一
八
五
一
年
の
別
段
風
説
書
に
そ
れ
を
見
て
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表
1　
1850年

代
の
別
段
風
説
書
の
概
要

年
号

1850年
（
嘉
永
三
年
）
1851年

（
嘉
永
四
年
）
1852年

（
嘉
永
五
年
）
1853年

（
嘉
永
六
年
）
1854年

（
安
政
元
年
）
1855年

（
安
政
二
年
）
1856年

（
安
政
三
年
）
1857年

（
安
政
四
年
）

別
段

風
説

書
の

項
目

（
＊

1853年
ま

で
は

原
文

に
項

目
は

な
く

、
松

方
編

に
よ

っ
て

い
る

。） （
オ

ラ
ン

ダ
）

（
オ

ラ
ン

ダ
）

（
オ

ラ
ン

ダ
）

（
オ

ラ
ン

ダ
）

オ
ラ

ン
ダ

オ
ラ

ン
ダ

オ
ラ

ン
ダ

オ
ラ

ン
ダ

（
オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

）
（

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

）
（

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

）
（

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

）
オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

領
土

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

領
土

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

領
土

オ
ラ
ン
ダ

領
東
インド

領
土

（
中

国
）

（
海

賊
）

（
海

賊
）

（
海

賊
）

イ
ギ

リ
ス

領
東

イ
ン

ド
領

土
イ

ギ
リ

ス
領

東
イ

ン
ド

領
土

　
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
イ

ギ
リ

ス
領

イ
ン

ド
イ

ギ
リ

ス
領

イ
ン

ド
　

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

（
シ

ャ
ム

）
（

各
国

海
軍

）
（

中
国

）
（

中
国

）
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

ビ
ル

マ
中

国
喜

望
峰

（
ス

ー
ル

ー
諸

島
）

（
日

本
人

漂
流

民
）

（
ス

ペ
イ

ン
）

（
イ

ギ
リ

ス
）

喜
望

峰
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

グ
レ

ー
ト

・
ブ

リ
テ
ン

な
ら

び
に

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

（
喜

望
峰

）
（

中
国

）
（

ス
ペ

イ
ン

領
キ

ュ
ー

バ
）

（
フ

ラ
ン

ス
）

中
国

喜
望

峰
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
な
ら
び

に
デ
ン
マ

ー
ク

中
国

（
フ

ラ
ン

ス
）

（
マ

カ
オ

）
（

ロ
シ

ア
）

（
ド

イ
ツ

）
グ

レ
ー
ト

・
ブ

リ
テ
ン

な
ら

び
に

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

中
国

フ
ラ

ン
ス

グ
レ

ー
ト

・
ブ

リ
テ
ン

な
ら

び
に

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

（
航

海
法

）
（

シ
ャ

ム
）

（
イ

ギ
リ

ス
）

（
オ

ー
ス

ト
リ

ア
）

フ
ラ

ン
ス

グ
レ

ー
ト

・
ブ

リ
テ
ン

な
ら

び
に

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

ド
イ

ツ
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
、

ノ
ル

ウ
ェ

ー
な

ら
び

に
デ

ン
マ

ー
ク

（
イ

ギ
リ

ス
領

イ
ン

ド
）（

ビ
ル

マ
）

（
喜

望
峰

）
（

イ
タ

リ
ア

）
ポ

ル
ト

ガ
ル

フ
ラ

ン
ス

ス
ペ

イ
ン

ベ
ル

ギ
ー

（
ド

イ
ツ

）
（

イ
ギ

リ
ス

領
イ

ン
ド

）（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

）
（

ト
ル

コ
）

イ
タ

リ
ア

ス
ペ

イ
ン

ポ
ル

ト
ガ

ル
フ

ラ
ン

ス

（
オ

ー
ス

ト
リ

ア
）

（
フ

ラ
ン

ス
領

東
イ

ン
ド

）
（

フ
ラ

ン
ス

）
（

北
ア

メ
リ

カ
）

ド
イ

ツ
ポ

ル
ト

ガ
ル

イ
タ

リ
ア

オ
ー

ス
ト

リ
ア

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

情
勢

）
（

喜
望

峰
）

（
ア

ル
ジ

ェ
リ

ア
）

（
喜

望
峰

）
ギ

リ
シ

ア
ド

イ
ツ

ギ
リ

シ
ア

プ
ロ

イ
セ

ン
（

エ
ジ

プ
ト

）
（

フ
ラ

ン
ス

）
（

ノ
ル

ウ
ェ

ー
）

（
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

）
ロ

シ
ア

と
ト

ル
コ

ギ
リ

シ
ア

ト
ル

コ
ス

イ
ス

（
ア

メ
リ

カ
）

（
ロ
ンド

ン
万

国
博

覧
会

）（
ド

イ
ツ

）
（

各
国

海
軍

）
ス
ウ
ェ

ー
デ

ン
と

ノ
ル

ウ
ェ
ー

ロ
シ

ア
・
ト
ル

コ
な

ら
び

に
エ

ジ
プ

ト
ロ

シ
ア

と
ト

ル
コ

ス
ペ

イ
ン

（
イ

ギ
リ

ス
）

（
イ

タ
リ

ア
）

（
日
本

向
け
ア
メリカ

艦
隊

）
ア
メ
リ
カ

　
ペ

ル
ー

　
（

北
米

合
衆

国
）

ス
ウ
ェ

ー
デ

ン
、

ノ
ル

ウ
ェ
ー

、
デ

ン
マ

ー
ク

ア
メ

リ
カ

イ
タ

リ
ア

（
ド

イ
ツ

）
（

エ
ジ

プ
ト

）
（
日
本

向
け
ロ
シ
ア

艦
隊

）
メ

キ
シ

コ
ア

メ
リ

カ
　

メ
キ

シ
コ

海
軍

ギ
リ

シ
ア

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

情
勢

）
（

ハ
ワ

イ
）

（
日

本
）

エ
ク

ア
ド

ル
合

衆
国

ロ
シ

ア
な

ら
び

に
ト

ル
コ

（
ロ

シ
ア

）
（

メ
キ

シ
コ

）
（

金
精

錬
機

器
）

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
ロ

シ
ア

（
ト

ル
コ

）
（

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
）

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
ヴ

ェ
ネ

ズ
エ

ラ
エ

ジ
プ

ト
（

エ
ジ

プ
ト

）
（

日
本

商
館

長
）

テ
キ

サ
ス

テ
キ

サ
ス

ア
メ

リ
カ

（
ア

メ
リ

カ
）

（
海

軍
）

海
軍

海
軍

海
軍

（
ア

メ
リ

カ
艦

隊
日

本
来

航
情

報
）

最
新

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

情
報

の
日

付
【

1850年
2月

6日
】

プ
ロ

イ
セ

ン
王

国
に

憲
法

ド
イツ

【
1850年

11月
29

日
】

オ
ル
ミュッツ

協
約

【
1851年

12月
】

ス
ペ

イ
ン

女
王

襲
撃

【
1853年

1月
29日

】
ナ

ポ
レ

オ
ン

3世
の

結
婚

【
1854年

3月
26日

】
パ

ル
マ

公
爵

暗
殺

【
1855年

3月
】

オ
ラ

ン
ダ

大
洪

水
に

よ
る

被
害

【
1856年

3月
30日

】
パ

リ
講

和
条

約
【

1857年
4月

14日
】

イ
ギ

リ
ス

女
王

出
産

最
新

情
報

の
日

付
【

1850年
5月

28日
】

中
国

【
1851年

5月
12日

】
オ

ラ
ン

ダ
領

東
イ

ン
ド

【
1852年

4月
7日

】
日

本
商

館
長

ド
ン

ケ
ル

・
ク

ル
チ

ウ
ス

長
任

命

【
1853年

5月
24日

】
各

国
海

軍
『

本
国

版
チ

ャ
イ

ナ
・

メ
イ

ル
紙

』
【

1854年
6月

2日
】

オ
ラ

ン
ダ

領
東

イ
ン

ド
【

1855年
5月

1日
】

オ
ラ

ン
ダ

領
東

イ
ン

ド
【

18556年
5月

20日
】

オ
ラ

ン
ダ

領
東

イ
ン

ド
　

新
総

督

【
1857年

6月
28日

か
ら

7月
4日

】
オ

ラ
ン

ダ
領

東
イ

ン
ド

A
part N

ieuw
sの

日
付

1850年
6月

20日
付

1851年
6月

7日
付

1852年
6月

15日
付

1853年
6月

13日
付

1854年
6月

14日
付

1855年
6月

5日
付

1856年
7月

6日
付

1856年
7月

20日
付
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表
2　
1850年

代
の
別
段
風
説
書
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報

1850年
（
嘉
永
三
年
）

1851年
（
嘉
永
四
年
）

（
オ
ラ
ン
ダ
）

 ・【
1849年

5月
12日

】
ウ

ィ
レ

ム
3世

即
位

、
王

室
の

動
向

 ・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

は
反

乱
の

最
中

だ
が

、
オ

ラ
ン

ダ
は

安
寧

（
フ
ラ
ン
ス
）

 ・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

で
は

動
乱

継
続

 ・
フ

ラ
ン

ス
で

は
国

民
感

情
分

裂
。

特
に

パ
リ

の
下

層
庶

民
で

「
社

会
主

義
」

的
党

派
が

台
頭

 ・
フ

ラ
ン

ス
共

和
国

の
大

統
領

ル
イ

・
ナ

ポ
レ

オ
ン

の
ロ

ー
マ

侵
攻

 ・【
1849年

5月
26日

】
立

法
議

会
成

立
（
航
海
法
）

 ・
イ

ギ
リ

ス
の

航
海

法
修

正
（
ド
イ
ツ
）

 ・
ド

イ
ツ

諸
邦

の
連

合
国

家
構

想
失

敗
 ・【

1849年
5月

】
フ

ラ
ン

ク
フ

ル
ト

国
民

議
会

、
シ

ュ
ト

ゥ
ッ

ト
ガ

ル
ト

移
転

 ・
プ

ロ
イ

セ
ン

政
府

、
ド

イ
ツ

の
た

め
の

憲
法

草
案

作
成

。
エ

ル
フ

ル
ト

議
会

 ・
オ

ー
ス

ト
リ

ア
の

反
対

は
明

白
 ・【

1850年
2月

6日
】

プ
ロ

イ
セ

ン
王

国
に

憲
法

 ・
い

た
る

と
こ

ろ
で

反
乱

 ・
シ

ュ
レ

ス
ヴ

イ
ヒ

・
ホ

ル
シ

ユ
タ

イ
ン

公
国

を
め

ぐ
る

ド
イ

ツ
と

デ
ン

マ
ー

ク
の

間
の

戦
争

 ・
デ

ン
マ

ー
ク

敗
北

、
休

戦
協

定
。【

1849年
7月

27日
】

6か
月

の
停

戦
 ・

デ
ン

マ
ー

ク
、

新
憲

法
採

択
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

 ・【
1849年

3月
12日

】
サ

ル
デ

ー
ニ

ャ
王

国
に

よ
っ

て
休

戦
破

棄
 ・

フ
ラ

ン
ス

と
イ

ギ
リ

ス
の

仲
介

中
止

、
軍

事
行

動
再

開
 ・

�サ
ル

デ
ー

ニ
ャ

国
王

カ
ル

ロ
・

ア
ル

ベ
ル

ト
退

位
。

ヴ
ィ

ッ
ト

ー
リ

オ
・

エ
マ

ヌ
エ

ー
レ

即
位

。
【

1849年
8月

6日
】

講
和

条
約

。
ロ

ン
バ

ル
デ

ィ
ア

、
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
も

再
び

オ
ー

ス
ト

リ
ア

に
従

属
。

 ・
ハ

ン
ガ

リ
ー

と
の

戦
争

。【
1849年

4月
】

ペ
シ

ュ
ト

包
囲

。
コ

シ
ュ

ー
ト

を
中

心
に

抵
抗

 ・【
1849年

5月
】

ロ
シ

ア
の

援
軍

。【
1849年

7月
】

反
乱

鎮
圧

。
コ

シ
ュ

ー
ト

逃
亡

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
）

 ・
ロ

シ
ア

と
ト

ル
コ

は
敵

対
的

 ・
イ

ギ
リ

ス
と

ギ
リ

シ
ア

衝
突

 ・
イ

タ
リ

ア
。

ト
ス

カ
ナ

で
反

乱
、

ナ
ポ

リ
は

シ
チ

リ
ア

鎮
圧

 ・
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

全
域

に
コ

レ
ラ

（
エ
ジ
プ
ト
）

 ・
新

君
主

ア
ッ

バ
ー

ス
・

パ
シ

ャ

（
オ
ラ
ン
ダ
）

 ・【
1850年

6月
4日

】【
1850年

6月
】【

1850年
11月

24日
】

王
室

の
動

向
 ・

オ
ラ

ン
ダ

は
秩

序
と

安
寧

と
い

う
幸

福
な

状
況

を
享

受
し

た
 ・

航
海

法
修

正
の

結
果

、
貿

易
が

発
展

 ・
海

水
を

飲
料

水
に

す
る

実
験

（
フ
ラ
ン
ス
）

 ・【
1850年

8月
26日

】
ル

イ
・

フ
ィ

リ
ッ

プ
死

去
 ・

フ
ラ

ン
ス

は
平

穏
。「

社
会

主
義

」
的

党
派

は
、

以
前

よ
り

受
け

入
れ

ら
れ

て
い

な
い

。
（
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
）

 ・
水

晶
宮

（
イ
ギ
リ
ス
）

 ・
イ

ギ
リ

ス
領

イ
ン

ド
と

バ
ー

ミ
ン

ガ
ム

の
商

人
に

よ
っ

て
イ

ギ
リ

ス
政

府
に

提
出

さ
れ

た
請

願
書

（
ド
イ
ツ
）

 ・
騒

乱
の

継
続

 ・
�プ

ロ
イ

セ
ン

と
オ

ー
ス

ト
リ

ア
間

の
危

機
。【

1850年
11月

29日
】

オ
ル

ミ
ュ

ッ
ツ

協
約

。
ド

レ
ス

デ
ン

会
議

 ・
ベ

ル
リ

ン
で

プ
ロ

イ
セ

ン
国

王
暗

殺
未

遂
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
）

 ・
シ

ュ
レ

ス
ヴ

ィ
ヒ

＝
ホ

ル
シ

ュ
タ

イ
ン

情
勢

 ・
1849年

8月
6日

の
講

和
後

、
サ

ル
デ

ー
ニ

ャ
と

オ
ー

ス
ト

リ
ア

の
衝

突
は

回
避

 ・
サ

ル
デ

ー
ニ

ャ
―

ロ
ー

マ
の

間
の

紛
争

 ・
ト

ス
カ

ナ
憲

法
停

止
 ・

イ
ギ

リ
ス

―
ギ

リ
シ

ア
紛

争
解

決
（
ロ
シ
ア
）

 ・
コ

ー
カ

サ
ス

地
域

で
の

紛
争

。
ロ

シ
ア

軍
が

同
地

を
占

領
（
ト
ル
コ
）

 ・
反

乱
が

あ
っ

た
が

鎮
圧

（
エ
ジ
プ
ト
）

 ・
�ア

ッ
バ

ー
ス

・
パ

シ
ャ

、
軍

隊
を

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
流

に
編

成
。

軍
備

費
の

増
大

に
よ

り
、

住
民

が
困

窮



オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
に
お
け
る
一
八
五
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1852年
（
嘉
永
五
年
）

1853年
（
嘉
永
六
年
）

（
オ
ラ
ン
ダ
）

 ・【
1851年

8月
25日

】【
1851年

10月
31日

】
王

室
の

動
向

 ・
オ

ラ
ン

ダ
は

安
寧

を
享

受
（
ス
ペ
イ
ン
）

 ・【
1851年

12月
】

ス
ペ

イ
ン

女
王

襲
撃

（
ロ
シ
ア
）

 ・
コ

ー
カ

サ
ス

地
域

で
の

紛
争

継
続

 ・
来

年
は

ロ
シ

ア
1000年

（
イ
ギ
リ
ス
）

 ・【
1851年

5月
】

ロ
ン

ド
ン

で
産

業
博

覧
会

開
催

。
数

日
で

10万
人

 ・
英

仏
間

に
電

信
ケ

ー
ブ

ル
。

数
分

で
フ

ラ
ン

ス
の

情
報

を
ロ

ン
ド

ン
へ

（
フ
ラ
ン
ス
）

 ・
1848年

革
命

に
反

す
る

趣
旨

の
革

命
 ・

ル
イ

・
ナ

ポ
レ

オ
ン

・
ボ

ナ
パ

ル
ト

に
よ

る
強

硬
な

措
置

 ・
陸

軍
の

協
力

で
、

議
員

を
逮

捕
・

国
外

追
放

。
憲

法
制

定
。

自
身

へ
の

権
力

付
与

（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）

 ・
フ

ラ
ン

ス
軍

に
よ

る
カ

ビ
ー

ル
族

攻
撃

 ・
ム

ー
ア

人
に

よ
る

フ
ラ

ン
ス

人
略

奪
。

フ
ラ

ン
ス

海
軍

派
遣

。
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）

 ・「
社

会
主

義
」

的
思

想
が

浸
透

。
騒

動
が

起
き

た
が

、
す

ぐ
に

鎮
圧

（
ド
イ
ツ
）

 ・
1848年

-1849年
お

よ
び

デ
ン

マ
ー

ク
と

の
講

和
後

、
安

寧
（
イ
タ
リ
ア
）

 ・
�オ

ー
ス

ト
リ

ア
領

、
ロ

ン
バ

ル
デ

ィ
ア

と
ヴ

ェ
ネ

ツ
ィ

ア
に

お
け

る
反

乱
鎮

圧
以

来
、

秩
序

維
持

。
し

か
し

、
独

立
を

望
む

諸
勢

力
は

陰
謀

を
画

策
 ・

オ
ー

ス
ト

リ
ア

―
サ

ル
デ

ー
ニ

ャ
間

は
平

和
維

持
（
エ
ジ
プ
ト
）

 ・
�エ

ジ
プ

ト
の

副
王

ア
ッ

パ
ー

ス
・

パ
シ

ャ
と

ト
ル

コ
の

ス
ル

タ
ン

の
間

に
、

ス
エ

ズ
地

峡
に

鉄
道

敷
設

権
限

を
め

ぐ
る

争
論

（
オ
ラ
ン
ダ
）

 ・【
1852年

12月
14日

】
王

室
の

動
向

 ・
オ

ラ
ン

ダ
の

安
寧

。
貿

易
・

産
業

の
発

展
 ・

10月
と

11月
に

嵐
 ・

教
皇

が
オ

ラ
ン

ダ
に

司
教

と
大

司
教

を
任

命
。

住
民

の
反

発
。

大
臣

賞
辞

職
、

新
内

閣
成

立
。

 ・
オ

ラ
ン

ダ
―

イ
ギ

リ
ス

間
の

電
線

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

開
始

（
イ
ギ
リ
ス
）

 ・
貿

易
に

影
響

を
も

た
ら

す
出

来
事

 ・
保

護
貿

易
の

維
持

か
、

自
由

貿
易

か
 ・

自
由

貿
易

派
（

ア
バ

デ
ィ

ー
ン

内
閣

）
の

内
閣

の
成

立
 ・【

9月
14日

】
ウ

ェ
リ

ン
ト

ン
侯

爵
死

去
 ・

イ
ギ

リ
ス

と
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
か

ら
の

移
民

増
加

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

と
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

へ
（
フ
ラ
ン
ス
）

 ・
ル

イ
・

ナ
ポ

レ
オ

ン
・

ボ
ナ

パ
ル

ト
国

民
投

票
実

施
。

皇
帝

ナ
ポ

レ
オ

ン
3世

即
位

 ・【
1853年

1月
29日

】
ナ

ポ
レ

オ
ン

3世
の

結
婚

 ・
8月

に
ロ

ー
マ

教
皇

が
パ

リ
に

来
訪

の
う

わ
さ

（
ド
イ
ツ
）

 ・
安

寧
を

享
受

。
北

ア
メ

リ
カ

へ
の

移
民

増
加

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

 ・【
1853年

2月
】

皇
帝

襲
撃

 ・
オ

ー
ス

ト
リ

ア
が

ト
ル

コ
と

モ
ン

テ
ネ

グ
ロ

間
の

不
和

に
介

入
 ・

ト
ル

コ
と

オ
ー

ス
ト

リ
ア

は
不

和
。

フ
ラ

ン
ス

も
ダ

ー
ダ

ネ
ル

ス
に

艦
隊

派
遣

 ・
外

交
ル

ー
ト

で
平

和
裏

に
解

決
（
イ
タ
リ
ア
）

 ・【
1853年

2月
】

ミ
ラ

ノ
で

、
オ

ー
ス

ト
リ

ア
か

ら
の

解
放

運
動

と
そ

の
運

動
の

敗
北

 ・
他

の
イ

タ
リ

ア
諸

国
は

平
和

を
維

持
（
ト
ル
コ
）

 ・
ト

ル
コ

の
エ

ジ
プ

ト
へ

の
借

款
 ・

ト
ル

コ
の

ス
ル

タ
ン

が
皇

帝
の

称
号

を
継

承
 ・

ト
ル

コ
と

モ
ン

テ
ネ

グ
紛

争
の

そ
の

終
結

 ・
ト

ル
コ

と
ロ

シ
ア

の
間

の
紛

争
情

報
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1854年
（
安
政
元
年
）

1855年
（
安
政
二
年
）

オ
ラ
ン
ダ

 ・【
1853年

5月
19日

】【
1854年

2月
2日

】
王

室
の

動
向

 ・
オ

ラ
ン

ダ
は

安
寧

。
貿

易
や

海
運

は
繁

栄
 ・

オ
ラ

ン
ダ

と
北

米
合

衆
国

の
間

に
お

け
る

通
商

航
海

条
約

締
結

 ・
オ

ラ
ン

ダ
―

イ
ギ

リ
ス

間
の

改
定

電
信

の
敷

設
完

了
 ・

風
と

雷
雨

の
猛

威
で

、
船

や
人

々
に

被
害

 ・【
1852年

7月
12日

】
ワ

シ
ン

ト
ン

に
て

、
オ

ラ
ン

ダ
と

コ
ス

タ
リ

カ
共

和
国

間
の

通
商

航
海

条
約

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

 ・
1853年

秋
と

1854年
初

め
に

沿
岸

に
強

風
被

害
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
へ

の
移

住
増

加
 ・

1853年
、

ダ
プ

リ
ン

で
産

業
技

術
の

物
産

博
覧

会
開

催
 ・

イ
ギ

リ
ス

女
王

、
フ

ラ
ン

ス
皇

帝
、

ト
ル

コ
を

支
持

し
、

ロ
シ

ア
に

宣
戦

布
告

フ
ラ
ン
ス

 ・
1853年

、
フ

ラ
ン

ス
皇

帝
暗

殺
未

遂
 ・

パ
リ

で
、

1855年
に

産
業

技
術

の
物

産
大

博
覧

会
が

開
催

予
定

。
そ

の
た

め
の

巨
大

な
建

物
設

営
 ・

ロ
シ

ア
と

の
戦

争
は

後
述

。
ポ
ル
ト
ガ
ル

 ・【
1853年

11月
15日

】
王

室
の

動
向

イ
タ
リ
ア

 ・【
1854年

3月
26日

】
パ

ル
マ

公
爵

暗
殺

ド
イ
ツ

 ・
ド

イ
ツ

や
他

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

諸
国

か
ら

の
移

住
、

1853年
、

1854年
と

著
し

く
増

加
ギ
リ
シ
ア

 ・
ト

ル
コ

領
ギ

リ
シ

ア
で

ト
ル

コ
に

対
す

る
反

乱
発

生
 ・

ギ
リ

シ
ア

と
ト

ル
コ

の
間

の
断

絶
 ・【

1854年
2月

10日
】

ト
ル

コ
が

モ
ン

テ
ネ

グ
ロ

の
村

を
ギ

リ
シ

ア
蜂

起
支

持
の

口
実

で
攻

撃
 ・【

1854年
3月

14日
付

】
イ

ピ
ロ

ス
で

の
反

乱
は

鎮
圧

 ・
テ

ッ
サ

リ
ア

や
イ

ピ
ロ

ス
の

盗
賊

は
178カ

村
を

破
壊

ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ

 ・
ク

リ
ミ

ア
戦

争
の

詳
細

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー

 ・
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
と

ノ
ル

ウ
ェ

ー
は

中
立

を
宣

言

オ
ラ
ン
ダ

 ・
オ

ラ
ン

ダ
は

安
寧

。
貿

易
や

海
運

は
繁

栄
。

 ・
1854年

末
と

1855年
初

頭
に

嵐
。

多
数

の
船

が
沈

没
。【

1855年
3月

】
大

洪
水

に
よ

る
被

害
 ・

王
家

は
繁

栄
。

災
害

に
際

し
、

国
王

の
被

害
者

へ
の

気
配

り
に

対
し

、
多

大
な

感
謝

。
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

 ・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

か
ら

の
金

の
供

給
量

が
多

い
。

 ・
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
は

駐
留

軍
が

東
部

へ
派

遣
さ

れ
た

た
め

、
30000人

の
市

民
軍

 ・
技

師
リ

デ
ル

、
海

底
電

信
敷

設
の

た
め

派
遣

。
 ・

イ
ギ

リ
ス

内
閣

1855年
1月

末
に

退
陣

。
パ

ー
マ

ス
ト

ン
内

閣
成

立
フ
ラ
ン
ス

 ・
前

便
の

パ
リ

の
展

覧
会

は
、

1855年
5月

1日
に

開
幕

予
定

。
 ・

サ
ン

・
ロ

ー
レ

ン
・

デ
ユ

ポ
ン

（
イ

ゼ
ー

ル
県

）
の

小
村

で
火

事
 ・

パ
リ

の
職

人
が

新
型

の
大

砲
開

発
 ・

フ
ラ

ン
ス

で
は

徴
兵

継
続

ス
ペ
イ
ン

 ・【
1854年

6月
28日

】
反

乱
発

生
。

エ
ス

バ
ル

テ
ロ

宰
相

任
命

、
王

母
追

放
。

 ・
秩

序
回

復
も

、
カ

ル
リ

ス
タ

に
よ

る
騒

乱
と

財
政

的
苦

境
の

ゆ
え

に
懸

念
。

ポ
ル
ト
ガ
ル

 ・
反

乱
へ

の
扇

動
ド
イ
ツ

 ・
ド

イ
ツ

か
ら

ア
メ

リ
カ

へ
の

移
民

が
ま

す
ま

す
増

加
。

 ・
�【1854年

10月
26日

】
バ

イ
エ

ル
ン

王
室

、
ザ

ク
セ

ン
王

室
の

動
向

。【
1855年

3月
5日

】
オ

ー
ス

ト
リ

ア
帝

室
の

動
向

。
ギ
リ
シ
ア

 ・
�【1854年

5月
30日

電
信

】
ア

テ
ネ

に
フ

ラ
ン

ス
軍

が
進

撃
し

占
領

。
国

王
と

王
族

は
当

初
亡

命
し

、
新

内
閣

招
集

。
新

内
閣

は
ト

ル
コ

と
そ

の
同

盟
国

を
敵

対
視

し
な

か
っ

た
。

1854年
7月

末
の

知
ら

せ
で

は
、

イ
ピ

ロ
ス

で
は

再
び

秩
序

が
戻

っ
た

。
 ・

テ
ッ

サ
リ

ア
で

は
再

び
戦

闘
。

 ・
ト

ル
コ

軍
は

ギ
リ

シ
ア

の
商

戦
に

自
領

の
港

を
再

び
開

放
。

ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
な
ら
び
に
エ
ジ
プ
ト

 ・
ク

リ
ミ

ア
戦

争
続

報
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク

 ・
中

立
を

維
持

。
 ・

連
合

艦
隊

が
バ

ル
ト

海
を

去
っ

て
後

、
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
の

貿
易

は
活

発
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1856年
（
安
政
三
年
）

1851年
（
安
政
四
年
）

オ
ラ
ン
ダ

 ・
�オ

ラ
ン

ダ
国

内
安

寧
。

貿
易

・
航

海
繁

栄
。【

1855年
初

頭
】

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
と

の
協

定
。

【
1855年

6月
末

】【
1855年

10月
23日

】【
1855年

最
後

の
数

か
月

】
王

室
の

動
向

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

 ・【
1855年

4月
16日

～
24日

】【
1855年

8月
】【

1855年
11月

後
半

】
王

室
の

動
向

 ・
バ

ラ
ク

ラ
ヴ

ァ
と

ヴ
ァ

ル
ナ

間
の

海
底

電
信

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

。【
1855年

4月
24日

】
使

用
可

能
 ・

�1855年
中

の
イ

ギ
リ

ス
か

ら
ア

メ
リ

カ
合

衆
国

及
び

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
へ

の
移

民
、

前
年

よ
り

減
少

 ・【
1856年

初
め

】
ベ

ル
ギ

ー
国

王
、

イ
ギ

リ
ス

訪
問

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ら
び
に
デ
ン
マ
ー
ク

 ・
東

方
問

題
に

つ
い

て
完

全
に

中
立

フ
ラ
ン
ス

 ・
�1855年

、
2回

の
皇

帝
暗

殺
未

遂
。【

1855年
5月

15日
】

博
覧

会
開

始
。

同
月

。【
1855年

8月
】

【
1855年

11月
】【

1856年
3月

16日
】、

帝
室

の
動

向
 ・

1855年
、

ペ
ル

シ
ア

と
の

間
の

友
好

通
商

条
約

ド
イ
ツ

 ・
�【1855年

半
ば

】
ド

イ
ツ

南
西

で
地

震
。

ド
イ

ツ
か

ら
ア

メ
リ

カ
へ

の
移

住
、

昨
年

著
し

く
減

少
ス
ペ
イ
ン

 ・
�ス

ペ
イ

ン
の

財
政

状
況

は
悲

惨
。【

1855年
2月

】
に

状
況

改
善

。
カ

ル
リ

ス
タ

派
の

反
乱

継
続

。
【

1855年
11月

】
カ

ル
リ

ス
タ

の
反

乱
は

完
全

に
鎮

圧
 ・【

1855年
3月

】
マ

ニ
ラ

の
諸

港
と

サ
ン

ボ
ア

ン
ガ

港
を

貿
易

の
た

め
に

開
放

ポ
ル
ト
ガ
ル

 ・【
1855年

9月
16日

】
新

国
王

ペ
ド

ロ
5世

即
位

イ
タ
リ
ア

 ・【
1855年

5月
中

】
ヴ

ェ
ス

ヴ
イ

オ
火

山
噴

火
ギ
リ
シ
ア

 ・
略

奪
行

為
が

続
く

。【
1855年

10月
】

内
閣

改
変

ト
ル
コ

 ・【
1855年

初
め

】【
1855年

7月
】

ト
ル

コ
に

お
け

る
地

震
 ・【

1855年
7月

】
ト

リ
ポ

リ
地

方
全

域
で

反
乱

 ・
ス

エ
ズ

地
峡

の
開

削
問

題
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ

 ・【
1856年

3月
30日

】
パ

リ
講

和
条

約
 ・

ク
リ

ミ
ア

戦
争

続
報

オ
ラ
ン
ダ

 ・
オ

ラ
ン

ダ
は

国
内

の
安

寧
を

享
受

、
貿

易
、

航
海

及
び

産
業

は
発

展
 ・

�オ
ー

ス
ト

リ
ア

と
通

商
航

海
条

約
。

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

・
ノ

ル
ウ

ェ
ー

、
ハ

ン
ザ

自
由

都
市

プ
レ

ー
メ

ン
、

オ
ー

ス
ト

リ
ア

、
プ

ロ
イ

セ
ン

、
ハ

ノ
ー

フ
ァ

ー
、

ザ
ク

セ
ン

、
サ

ル
デ

ー
ニ

ャ
、

グ
レ

ー
ト

・
ブ

リ
テ

ン
、

デ
ン

マ
ー

ク
と

の
協

定
 ・【

1856年
5月

19日
】

オ
ラ

ン
ダ

の
フ

リ
ー

メ
ー

ソ
ン

騎
士

団
本

部
の

創
立

100周
年

 ・
�【1856年

7月
18日

】
印

刷
技

術
の

明
者

ラ
ウ
レ
ン

ス
・

ヤ
ン

ス
ゾ

ー
ン
・
コ
ス
テ
ル

の
彫

像
の

除
幕

式
。

 ・
王

室
の

動
向

 ・【
1856年

9月
】

ハ
ー

グ
で

オ
ラ

ン
ダ

の
織

物
・

手
工

業
組

合
の

第
5回

年
次

総
会

開
催

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
な
ら
び
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

 ・【
1857年

4月
14日

】
イ

ギ
リ

ス
女

王
出

産
。

　
・

外
国

向
け

の
輸

出
が

増
加

 ・【
1857年

】
イ

ギ
リ

ス
の

ベ
ル

シ
ア

遠
征

。【
1857年

3月
4日

】
講

和
を

締
結

 ・
ヌ

エ
バ

・
グ

ラ
ナ

ダ
と

の
外

交
関

係
破

棄
と

不
破

 ・
イ

ギ
リ

ス
艦

隊
、

ロ
シ

ア
と

の
講

和
締

結
以

来
、

軍
艦

削
減

。
陸

軍
縮

小
 ・

イ
ギ

リ
ス

と
中

国
の

間
と

の
戦

争
に

な
っ

た
（

ア
ロ

ー
号

戦
争

）
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ら
び
に
デ
ン
マ
ー
ク

 ・
ラ

ッ
プ

ラ
ン

ド
で

飢
鐘

。
デ

ン
マ

ー
ク

の
政

情
不

安
ベ
ル
ギ
ー

　
　

・【
1856年

7月
21日

、
22日

及
び

23日
】

王
室

の
動

向
フ
ラ
ン
ス

 ・【
1856年

】
各

地
で

洪
水

。・
ペ

リ
シ

エ
元

帥
が

マ
ラ

コ
フ

公
爵

に
 ・

フ
ラ

ン
ス

と
ハ

ン
ブ

ル
グ

の
間

で
、

知
的

文
化

的
成

果
物

の
所

有
に

関
す

る
条

約
締

結
 ・【

1857年
1月

4日
】

パ
リ

大
司

教
シ

ボ
ー

ル
暗

殺
。・

最
近

の
人

口
調

査
オ
ー
ス
ト
リ
ア

 ・【
1856年

7月
12日

】【
1856年

11月
4日

】
帝

室
の

動
向

 ・
オ

ー
ス

ト
リ

ア
海

軍
省

の
本

部
を

ト
リ

エ
ス

テ
に

設
置

予
定

プ
ロ
イ
セ
ン

　
　

・
プ

ロ
イ

セ
ン

海
軍

の
状

況
・

プ
ロ

イ
セ

ン
王

室
の

動
向

ス
イ
ス

　
　

・
プ

ロ
イ

セ
ン

国
王

が
名

目
上

の
君

主
で

あ
る

ヌ
シ

ャ
テ

ル
州

に
お

け
る

争
い

ス
ペ
イ
ン

　
　

・
反

乱
と

動
乱

。
女

王
の

一
派

が
優

勢
イ
タ
リ
ア

 ・
イ

ギ
リ

ス
・

フ
ラ

ン
ス

と
ナ

ポ
リ

国
王

の
会

談
　

・
ナ

ポ
リ

国
王

襲
撃

未
遂

 ・
オ

ー
ス

ト
リ

ア
大

公
、

ロ
ン

バ
ル

デ
ィ

ア
・

ヴ
ェ

ネ
チ

ア
王

国
の

総
督

に
就

任
ギ
リ
シ
ア

 ・
ギ

リ
シ

ア
に

駐
留

し
て

い
た

フ
ラ

ン
ス

軍
帰

国
 ・

ギ
リ

シ
ア

の
社

会
的

状
況

、
相

変
わ

ら
ず

好
ま

し
く

な
い

ま
ま

ロ
シ
ア
な
ら
び
に
ト
ル
コ

 ・【
1856年

3月
30日

】【
1856年

4月
27日

】
パ

リ
で

講
和

条
約

が
調

印
・

批
准

 ・【
1856年

4月
15日

】
英

仏
墺

の
間

で
ト

ル
コ

の
保

全
の

た
め

の
条

約
ロ
シ
ア

 ・
ド

イ
ツ

の
学

校
制

度
の

調
査

。
士

官
養

成
学

校
。

財
政

体
質

の
改

善
と

陸
海

軍
の

再
編

 ・
ロ

シ
ア

政
府

、
学

問
的

な
世

界
一

周
旅

行
を

計
画

 ・
自

由
貿

易
の

支
持

者
と

保
護

貿
易

体
制

の
支

持
者

の
間

の
対

立
。

自
由

貿
易

派
が

優
勢

 ・
ロ

シ
ア

の
中

国
貿

易
拡

大
 ・【

1856年
9月

】
ロ

シ
ア

の
新

皇
帝

ア
レ

ク
サ

ン
ド

ル
2世

の
即

位
式

 ・（
ポ

ー
ラ

ン
ド

を
除

く
）

ロ
シ

ア
国

勢
 ・

ロ
シ

ア
の

コ
ン

ス
タ

ン
テ

ィ
ン

大
公

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

訪
問
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取
れ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
、「
ド
イ
ツ
」、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
取
り
上
げ

る
。２

―
１　
フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
一
八
四
八
年
の
別
段
風
説
書
で
、
一
八
四
八
年
二
月
に

パ
リ
で
民
衆
の
蜂
起
が
起
こ
り
、
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
亡
命
し
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
翌
一
八
四
九
年
の
別
段
風
説
書
で
は
、
そ
の
後
の
展
開
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
一
八
四
八
年
四
月
の
国
会
選
挙
で
、
穏
健
共
和
派
、
保
守
派
が
多
数
を

占
め
た
こ
と
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
対
立
が
大
き
く
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
六
月
二
二
日
に
、
パ
リ
民
衆
が
蜂
起
し
た
（
六
月
蜂
起
）。
こ
の
蜂
起

を
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
将
軍
が
鎮
圧
し
、
そ
の
後
、
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
が
行
政
権
の
長

と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
甥
で
あ
る
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス

へ
戻
り
、
九
月
に
国
会
議
員
と
な
り
、
一
二
月
に
は
大
統
領
に
当
選
し
た
、
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
報
じ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

一
八
四
九
年
の
別
段
風
説
書
に
お
い
て
、
一
八
四
八
年
の
六
月
蜂
起
の
際
に
、
す

べ
て
の
市
民
に
財
産
を
平
等
に
分
配
す
る
こ
と
を
望
む
党
派
（eene partij, die de 

bezittingen gelijkelijk onder alle burgers verdeeld of w
el alle eigendom

 

afgeschaft w
enscht te hebben

）（
（
（

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
党
派
は
、「
徒

党
ヲ
結
ヒ
、
都
テ
國
民
自
己
ノ
財
寳
所
有
ト
申
儀
ヲ
相
企
メ
國
中
上
下
平
等
ニ
配
分

致
シ
度
企
有
之
候
」（
長
崎
訳
三
一
五
頁
）、「
一
組
の
一
揆
起
り
大
小
府
民
の
金
貨

を
平
等
に
分
ち
、
一
個
々
々
の
所
持
セ
る
私
利
を
止
ん
と
謀
る
」（
江
戸
訳
三
二
六

頁
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
で
は
、「
社
会
主
義
」「
共
産
主
義
」
と

い
っ
た
概
念
で
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
な
お
、
表
2
に
お
い
て
は
、「
社

会
主
義
」
的
党
派
と
し
て
あ
る
。）

翌
一
八
五
〇
年
の
別
段
風
説
書
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
党
派
」「
徒
黨
」「
一
揆
」

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

【
長
崎
訳
三
三
七
頁
】

一
「
フ
ラ
ン
ス
」
国
ニ
於
テ
ハ
土
人
ノ
意
、
同
カ
ラ
ス
候

一�

右
土
民
ノ
内
一
致
イ
タ
シ
土
人
所
持
ノ
品
物
ヲ
平
等
ニ
配
分
ノ
企
致
シ
候
得

共
、
嘉
永
元
申
年
五
月
右
ノ
存
念
空
敷
相
成
候
処
、
当
時
又
々
其
萌
有
之
候

一�

就
中
「
パ把

理

斯

レ
イ
ス
」
フ
ラ
ン
ス

国
ノ
都
府
ノ
住
民
共
右
一
致
ニ
荷
担
致
シ
候
モ
ノ
有
之
候

得
共
、
多
分
ハ
下
賎
ノ
者
ニ
有
之
候

【
江
戸
訳
三
五
五
頁
】

一
払
郎
西
国
尓
於
て
は
民
心
未
タ
一
致
せ
さ
り
し

　

�

府
民
を
平
等
尓
し
金
貨
を
分
配
セ
ん
事
を
計
り
て
一
揆
を
起
シ
、
既
余
千
八

百
四
十
八
年
第
六
月（
嘉
永
元
年
五
月
）尓
於
て
大
余
敗
走
セ
る
徒
党
、
尚
又

漸
々
尓
勢
を
得
申
候

　

�

殊
ニ
首
府
把
理
斯
尓
於
て
は
、
右
の
徒
多
の
属
徒
を
得
た
り
、
殊
ニ
下
賎
な

る
者
多
く
此
尓
組
ミ
セ
り

こ
こ
で
は
、「
徒
党
」「
一
揆
」
が
、
特
に
パ
リ
の
下
層
民
の
間
で
支
持
を
得
て
お

り
、
世
論
の
分
断
を
招
い
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
翌
一
八
五
一

年
の
別
段
風
説
書
に
は
、
そ
の
賛
同
者
が
減
少
し
て
い
る
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

ま
た
、
一
八
五
二
年
の
別
段
風
説
書
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
社
会
主

義
」
的
党
派
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
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フ
ラ
ン
ス
の
国
内
情
勢
全
般
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
〇
年
の
別
段
風
説
書
に
、
一

八
四
九
年
六
月
に
パ
リ
と
リ
ヨ
ン
で
蜂
起
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領

ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
ロ
ー
マ
を
追
放
さ
れ
た
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
の
帰
還
を
支
援

す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
へ
侵
攻
し
た
こ
と
、
一
八
四
九
年
五
月
に
憲
法
制
定
国
民
議
会

は
解
散
し
、
立
法
議
会
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
一
八
五
一
年
の
別
段
風
説
書
に
お
い
て
は
、「
当

時
フ
ラ
ン
ス
国
も
先
つ
静
謐
尓
有
之
」（
長
崎
訳
三
七
六
頁
）、「
此
時
人
心
到
て
静

謐
な
り
」（
江
戸
訳
三
八
七
頁
）、
と
状
況
が
落
ち
着
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
八
五
一
年
一
二
月
二
日
に
大
統
領
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
ク
ー
デ

タ
ー
が
起
こ
り
、
行
政
権
と
一
部
の
立
法
権
を
掌
握
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
二
年

一
一
月
に
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
一
八
五
二
年
一
二
月
二

日
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
し
て
即
位
し
た
。
こ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
二

年（
（
（

お
よ
び
一
八
五
三
年
の
別
段
風
説
書（

（1
（

で
知
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
八
五
四
年
の
別

段
風
説
書
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
暗
殺
未
遂
、
パ
リ
の
万
国
博
覧
会
の
開
催
予

定
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
（
ク
リ
ミ
ア
戦
争
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
ク
リ

ミ
ア
戦
争
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

２
―
２　
「
ド
イ
ツ
」
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

一
八
四
九
年
の
風
説
書
に
は
、
分
裂
状
態
で
あ
っ
た（

（1
（

「
ド
イ
ツ
」
に
関
し
て
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
に
よ
る
統
一
事
業
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
国
民
議
会
が
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
を
ド
イ
ツ
皇
帝
に
選
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
（
一

八
四
九
年
三
月
二
八
日
）
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
が
拒
否
し
た
こ
と
（
四
月
三
日
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五
〇
年
の
風
説
書
に
は
そ
の
後
の
展
開
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
長
崎
訳
三
三
九
頁
】

一�

「
ド
イ
ツ
」
国
ハ
数
多
ノ
郡
有
之
候
ニ
付
、
共
和
政
治
ノ
国
ニ
致
シ
度
存
念

候
処
、
其
儀
終
ニ
相
遂
不
申
候

【
江
戸
訳
三
五
六
頁
】

一�

独
逸
国
ハ
幾
多
の
各
異
の
邦
尓
分
ら
れ
た
る
国
尓
し
て
、
近
頃
こ
れ
を
一
個

の
共
和
政
治
と
為
セ
ん
と
勉
強
セ
し
が
、
竟
尓
こ
れ
を
遂
ぐ
る
こ
と
を
得
さ

り
し

と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
の
ド
イ
ツ
統
一
事
業
の
失
敗
と
評
価
し
た
後
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
国
民
議
会
の
事
実
上
の
解
散
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
移
転
に
つ
い
て

の
顛
末
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
諸
邦
が
統
一
さ
れ
て
出
来
上
が
る
で
あ
ろ
う
「
ド
イ
ツ
」
の
政
体
を

「
共
和
政
治
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
ド
イ
ツ
」
の
場
合
、
君
主
が
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
共
和
政
治
」
は
、
現
在
の
よ
う
な
君
主
制
に
対
置

さ
れ
る
概
念
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
統
一
事
業
の
主
導
権
は
、
市
民
主
導
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
国

民
議
会
か
ら
、
君
主
主
導
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
最
初
に
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
た

の
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
、「
新
ニ
取
極
「
ド
イ
ツ
」

国
中
ニ
施
シ
候
」（
長
崎
訳
三
三
八
頁
）、「
独
逸
国
治
め
方
の
一
新
制
を
告
明
セ
リ
」

（
江
戸
訳
三
五
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
く
諸
邦
か

ら
な
る
「
連
合
」
を
模
索
し
た（

（1
（

。
こ
の
連
合
は
、「
エ
ル
フ
ル
ト
連
合
」
と
呼
ば
れ
、
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憲
法
も
作
成
さ
れ
た（

（1
（

。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
連
合
」
政
策
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
強
く
反
発
し
た
。

翌
一
八
五
一
年
の
別
段
風
説
書
に
は
、
ド
イ
ツ
統
一
を
め
ぐ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
不
和
は
、
軍
事
的
衝
突
に
な
り
か
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
最
終
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ロ
シ
ア
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
し
て
、
一
八
五
〇
年
一
一
月
二
九
日
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
で
オ
ル

ミ
ュ
ッ
ツ
協
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
こ
の
時
点
に
お

け
る
ド
イ
ツ
統
一
構
想
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
協
約

は
、
ド
イ
ツ
統
一
を
求
め
た
人
々
か
ら
「
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
の
屈
辱
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
後
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
お
い
て
会
合
が
催
さ
れ
た
こ
と
ま
で
が
別
段
風
説
書
に
記

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
九
年
の
別
段
風
説
書
に
お
い
て
、
一
八
四

八
年
革
命
の
際
に
、
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
一
世
が
五
月
に
ウ
ィ
ー
ン
を
一
度
退

去
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
と
の
連
合
で
、
一
〇
月
に
ウ
ィ
ー
ン
を
回
復
し
た
こ
と
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
軍
と
の
戦
闘
、
一
二
月
に
新
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
が
即
位
し
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

一
八
五
〇
年
の
別
段
風
説
書
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
と
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
の

争
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
が
敗
北
し
、
国
王
カ
ル
ロ
・
ア
ル
ベ

ル
ト
が
退
位
し
、
ヴ
ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
が
即
位
し
た
。
一
八
四

九
年
八
月
六
日
に
講
和
が
結
ば
れ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
争
い
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
支
援
を
得
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
勝
利

し
、
指
導
者
の
コ
シ
ュ
ー
ト
は
亡
命
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

ハ
ン
ガ
リ
ー
蜂
起
の
鎮
圧
に
よ
っ
て
、「
一
八
四
八
年
革
命
」
は
最
終
的
に
終
結

す
る
。
こ
の
あ
と
、
政
治
情
勢
が
落
ち
着
い
た
た
め
か
、「
騒
動
」
の
あ
っ
た
三
国

の
国
内
情
報
は
乏
し
く
な
っ
て
い
く
。

３
、「
安
寧
」「
静
謐
」「
繁
昌
」
と
「
自
由
貿
易
」

オ
ラ
ン
ダ
の
項
は
、
別
段
風
説
書
に
先
頭
に
常
に
置
か
れ
、
国
内
は
常
に
「
安

寧
」「
静
謐
」
の
状
態
と
さ
れ
る
。
こ
の
語
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
のrust

を
翻
訳
し
た

も
の
で
あ
り
、
一
八
四
八
年
の
別
段
風
説
書
以
降
、
毎
年
用
い
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ

し
て
、
こ
の
「
安
寧
」「
静
謐
」
が
「
望
ま
し
い
」（gew

unschte

）
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
が
誰
に
よ
る
評
価
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
安
寧
」「
静
謐
」
の
ほ
か
に
、
一
八
五
二
年
の
別
段
風
説
書
以
降
は
、「
繁
昌
」

（eene bloeyende/bloeijende toestand

）
と
い
う
評
価
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。

「
繁
昌
」
と
い
う
の
は
、「
商
業
」（handel

）、「
産
業
・
工
業
」（nijverheid

）、「
航

海
」（scheepvaart

）
に
つ
い
て
の
評
価
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
評
価
に
影
響
し
て
い
る
の

は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
関
し
て
は
、
一
八
五
一
年
の
別
段
風
説
書
の
記
事
に
あ
る
イ
ギ
リ

ス
の
航
海
法
の
改
正
に
従
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
も
同
様
な
方
針
を
と
っ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。

【
長
崎
訳
三
六
二
―
三
六
三
頁
】

一�
エ
ゲ
レ
ス
国
船
乗
掟
の
儀
尓
付
、
以
前
の
通
に
相
改
候
儀
昨
年
来
の
説
書
尓

有
之
候

一�

阿
蘭
陀
国
及
ひ
其
他
欧
羅
巴
の
国
々
船
乗
掟
の
義
、
是
亦
エ
ゲ
レ
ス
国
の
振

合
尓
准
し
、
猶
商
売
尓
参
居
候
先
々
尓
て
も
、
其
国
々
の
も
の
自
国
同
様
の
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心
得
の
趣
尓
候

一�
右
の
振
合
尓
相
成
候
以
来
商
売
方
大
に
繁
昌
い
た
し
、
諸
荷
物
の
直
段
一
体

尓
引
下
け
、
国
中
折
合
宜
敷
、
欧
羅
巴
州
中
以
前
尓
競
ひ
候
へ
ハ
安
寧
尓
相

成
申
候

一
欧
羅
巴
州
国
々
の
諸
領
と
も
同
様
安
寧
尓
相
成
申
候

【
江
戸
訳
三
八
二
頁
】

一�

英
吉
利
航
海
交
易
の
制
度
を
改
革
す
、
和
蘭
及
ひ
其
他
の
欧
邏
巴
諸
藩
も
皆

こ
れ
尓
倣
ひ
て
貿
易
の
制
度
を
改
む
、
他
国
尓
往
て
交
易
す
れ
と
も
自
国
の

者
と
異
な
る
事
な
し

　

�

此
制
度
行
ハ
れ
し
以
来
物
価
低
下
物
品
饒
夥
を

（
マ
マ
）な

り
、
民
皆
其
利
を
享
け
各

国
政
堂
は
争
乱
尓
て

―
多
事
と
い
へ
と
も
民
人
は
生
理
昔
日
尓
比
す
れ
ハ

頗
る
豊
足
せ
り
、
各
国
植
民
の
諸
地
の
人
も
其
沢
を
享
て
同
し
く
其
利
尓
依

れ
り

こ
こ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
従
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
し
た
諸
国
も
各
国
の

航
海
法
を
改
め
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
国
の
国
民
が
相
手
国
で
同
等
の
権
利

を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
貿
易
が
発
展
し
て
、
物
価
の
低
下
を
も
た
ら

し
、
各
国
の
植
民
地
も
含
め
て
、
そ
の
利
益
を
享
受
し
て
い
る
と
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
、
一
八
五
〇
年
の
別
段
風
説
書
に
、
航
海
法
修
正
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
長
崎
訳
三
三
七
―
三
三
八
頁
】

一�

当
年
「
エ
ゲ
レ
ス
」
国
ニ
於
テ
ハ
航
海
方
ノ
儀
ニ
付
規
定
ヲ
相
改
候
儀
有
之

候

一
右
ニ
付
諸
出
入
ノ
運
上
ヲ
大
ニ
減
少
致
シ
、
且
差
止
候
个
条
モ
有
之
候

一�

「
エ
ゲ
レ
ス
」
国
ニ
於
テ
ハ
外
国
ト
自
国
ト
ノ
差
別
無
之
、
何
レ
モ
平
等
ノ

取
計
ニ
候

一
右
規
定
ハ
欧
羅
巴
諸
洲
商
売
方
ノ
利
徳
ト
相
成
ヘ
キ
儀
ニ
候

一
欧
羅
巴
諸
洲
ハ
交
易
方
ノ
儀
多
分
何
レ
モ
同
様
ノ
振
合
ニ
候

【
江
戸
訳
三
五
五
―
三
五
六
頁
】

一
同
年
英
吉
利
尓
於
て
其
航
海
の
法
律
を
改
革
仕
候

　

�

出
貨
入
貨
の
租
銭
大
ひ
尓
減
し
、
且
一
、
二
の
品
物
尓
ハ
全
く
租
を
除
き
た

り

　

�

他
邦
の
民
人
及
ひ
船
、
英
吉
利
国
尓
於
て
は
英
吉
利
本
国
の
人
と
同
様
の
免

許
を
得
た
り

　

右
の
掟
は
欧
羅
巴
諸
国
交
易
の
為
尓
ハ
有
益
な
る
定
め
に
有
之
候

　

�

欧
羅
巴
諸
国
の
人
民
交
易
の
事
尓
於
て
は
、
互
尓
同
一
の
自
由
を
得
る
に
至

る
へ
し

航
海
法
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
制
定
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
一
六
五
一
年
の
航
海

法
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
商
品
を
運
ぶ
の
を
イ
ギ
リ
ス
船
か
産
出
国
の
船
に
限
定
す
る
自

国
の
利
益
保
護
の
た
め
の
貿
易
統
制
法
で
あ
り
、
当
初
は
事
実
上
オ
ラ
ン
ダ
の
中
継

貿
易
の
妨
害
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
自
由
貿
易
論
者
が

台
頭
し
た
こ
と
で
、
一
八
四
九
年
と
一
八
五
四
年
に
修
正
・
廃
止
さ
れ
た
。
一
八
五

〇
年
の
記
事
は
、
一
八
四
九
年
の
改
正
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一

八
五
三
年
の
別
段
風
説
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
自
由
貿
易
に
関
す
る
議
論
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
。
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【
オ
ラ
ン
ダ
語
】（

（2
（

	
In Engeland is in het afgeloopen jaar eene gebeurtenis voorgevallen 

die van grooten invloed op den handel van dat land zal zijn.

	
R

eeds sedert eenige jaren w
e[rd dat] land een parlem

entaire strijd ge[ 

] over de vraag, of de handelsstaatkunde van dat rijk; het stelsel van 

bescherm
ing, dat is, toekenning van voordeelen aan de inlandscbe 

nijverheid (handel en scheepvaart daaronder begrep[en)  ]ven die van de 

vreem
de; dan [ ] een stelsel van vrijen handel dat is van gelijke 

behandeling vorderde.

	
D

it pleit is thans in beginsel beslist, en ten voordeele van den vrijen 

handel uitgew
ezen. E

en m
inisterie dat m

en verdacht hield van de 

bescherm
ende regten te zijn toegedaan, m

oest plaats m
aken vo[or] een 

ander, van eene tegenoverstelde kleur.

【
長
崎
訳
四
二
五
―
四
二
六
頁
】

一�

昨
年
エ
ゲ
レ
ス
国
尓
於
て
起
り
候
事
有
之
候
、
右
は
多
分
商
売
筋
尓
拘
り
候

儀
尓
可
有
之
候
、
既
尓
近
年
彼
国
尓
於
て
左
の
尋
問
尓
付
評
論
差
発
り
候

　
　
　

国
中
商
法
の
規
定
只
自
国
の
利
益
を
専
尓
い
た
し
候
哉

　
　
　

外
国
一
同
利
潤
の
差
別
無
之
候
哉

　

右
評
論
外
国
一
同
利
潤
の
差
別
無
之
候
様
相
決
候

一
自
国
の
利
益
を
専
尓
い
た
し
候
規
定
相
改
り
候

自
由
貿
易
（
自
由
な
貿
易
（vrije handel

））
は
、
国
内
産
業
の
利
益
を
擁
護
す
る

保
護
貿
易
と
対
置
さ
れ
、
他
国
の
利
益
も
自
国
と
同
様
に
扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

自
由
貿
易
を
展
開
す
る
イ
ギ
リ
ス
は
、
そ
の
貿
易
活
動
が
伸
長
す
る
こ
と
と
な

る
。
一
八
五
七
年
の
別
段
風
説
書
に
は
、
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
向
け
輸
出

増
加
六
九
〇
〇
万
ポ
ン
ド
輸
出
入
が
伸
び
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
数
字
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
他
方
で
、
植
民
地
向
け
は
減
少
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

ま
た
、
ロ
シ
ア
の
項
で
も
、
自
由
貿
易
（vrije handel

）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
語
は
、
長
崎
訳
で
は
「
フ
レ
イ
ハ
ン
ド
ル
」
と
訳
さ
れ
、
割
注
で
「
政

府
江
者
租
税
を
出
し
商
人
相
互
の
商
法
を
い
ふ
」（
長
崎
訳
五
〇
七
頁
）、
江
戸
訳
で

は
「
公
商
」
と
訳
さ
れ
、
割
注
で
「
政
府
に
租
税
を
出
し
交
互
尓
貿
易
を
す
る
云
」

（
江
戸
訳
五
二
七
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
自
由
貿
易
が
「
政
府
に
租
税
を
出
す
」

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
適
切
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

別
段
風
説
書
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
、「
自
由
貿
易
」
が
勝
利
し
て
い
く
さ

ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
のA

part N
ieuw

s

の
作
成

者
は
、「
自
由
貿
易
」
を
こ
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
傾
向
に
肯
定

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４
、
科
学
技
術
の
発
展
と
世
界
の
一
体
化

一
八
五
〇
年
代
の
別
段
風
説
書
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
に
は
、
科
学
技
術
の

発
展
と
世
界
の
一
体
化
に
関
す
る
記
述
も
見
て
と
れ
る
。

一
八
五
一
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
項
で
は
、
海
水
の
淡
水
化
実
験
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

て
い
る（

（2
（

。
海
水
淡
水
化
自
体
は
、
古
代
か
ら
そ
の
技
術
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
実

験
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
〇
年
代
の
特
徴
は
、
蒸
気
機
関
を
使
用
し
た
こ
と

で
あ
る（

（2
（

。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
た
実
験
が
何
を
指
し
て
い
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る
の
か
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
。

ま
た
、
一
八
五
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
項
で
は
、
新
型
の
大
砲
が
開
発
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
大
砲
は
、
一
二
ポ
ン
ド
榴
弾
砲
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
砲
）（

（2
（

と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
、
発
明
・
技
術
革
新
が
陸
続
と
起
こ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

４
―
１　
万
国
博
覧
会

一
八
五
一
年
の
別
段
風
説
書
の
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
項
に
お
い
て
、
万
国
博
覧
会

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
中
か
ら
集
め
た
物
品
を
展
覧
す
る
た
め
の
「
場
所
」（
長
崎
訳
三
七
六
頁
）、

「
大
場
屋
」（
江
戸
訳
三
八
七
頁
）
が
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
（
水
晶
宮
）
で
あ

る（
（2
（

。
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
材
質
（
ガ
ラ
ス
と
鉄
）
と
規
模
（
長
さ
・
幅
・
重

量
・
面
積
）
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
「
ド
ワ
ル
ス

シ
キ
ッ
プ
船
の　

一
種
歟
」（
長
崎
訳
）、「
ド
ワ
ル
ス
シ
キ
ツ
プ
不
詳
」（
江
戸
訳
）
と
い
う
言

葉
が
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
松
方
編
に
お
い
て
は
、「
袖
廊
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
がdw

arsschip

と
い
う
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
袖
廊
」
は
、
ク
リ
ス
タ

ル
・
パ
レ
ス
に
関
し
て
は
、
主
廊
下
を
横
切
る
副
廊
下
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
別

段
風
説
書
で
は
「
其
家
の
中
央
尓
高
サ
百
八
フ
ー
ト
の
ド
ワ
ル
ス
シ
キ
ッ
プ
船
の　

一
種
歟
を

居
へ
」（
長
崎
訳
）「
ド
ワ
ル
ス
シ
キ
ツ
プ
不
詳
を
以
て
其
屋
を
画
断
す
」（
江
戸
訳
）

と
構
造
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
長
崎
訳
は
構
造
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
科
学
技
術
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
に
苦
心

し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

一
八
五
二
年
の
別
段
風
説
書
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
が
一
八
五
一
年
五
月

一
日
か
ら
一
〇
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
見
学
者
の
総
数
が
一
〇
万
人
に
及
ん
だ

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
後
、
一
八
五
四
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
項
に
は
ダ
ブ
リ
ン
で
産
業
技
術
の
物
産
博

覧
会
、
一
八
五
四
年
か
ら
一
八
五
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
項
に
は
パ
リ
で
の
万
国
博
覧

会
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
で
も
一
八
五
三
年
か
ら
一
八
五
四
年
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

の
項
に
は
バ
タ
フ
ィ
ア
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
製
品
の
博
覧
会
、
北
ア
メ

リ
カ
の
項
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
博
覧
会
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
中
・
国
内
中
か
ら
物
品
を
集
め
、
展
覧
す
る
と
い
う
博
覧
会
と
い
う
形
式
が

急
速
に
一
般
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

４
―
２　
国
際
電
信

一
八
五
〇
年
代
の
重
要
な
技
術
革
新
は
、
国
際
電
信
の
整
備
に
よ
り
、
通
信
網
の

形
成
で
あ
る
。
電
信
技
術
は
、
一
八
三
〇
年
代
に
は
開
発
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五

〇
年
代
は
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
に
よ
り
、
国
際
電
信
網
の
形
成
が
始
ま
っ

た
。
一
八
五
二
年
の
別
段
風
説
書
に
そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
オ
ラ
ン
ダ
語
】（

（2
（

	
In het laatst van dit jaar ist er eene versnelde gem

eenschap tusschen 

Engeland en Frankrijk geopend door een electrom
agnetische telegraaf, 

w
elke over den bodem

 der zee-engte, die Engelanden cheiden, heen loopt.

	
D

ie K
abel, die dezen vereeniging doorstelt is  24 Engelsche m

ijlen 
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(ongeveer acht uren gaans) lang en w
eegt m

eet dan 200 ton.

	
D

oor de verbinging van deze, m
et de E

ngelsche en Fransche 

telegrafen is m
en [f.5r.] in staat om

 binnen zeer w
einige m

inuten eene 

tijding van Frankriik naar Engeland's hoofdstandovertebrengen.

【
松
方
編
二
四
二
頁
】

　

本
年
末
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
に
、
よ
り
速
度
を
増
し
た
連

絡
手
段
が
開
か
れ
た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
分
け
隔
て
て
い
る
海
峡
の
底
を

通
ず
る
電
磁
気
を
用
い
た
電
信
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
合
を
も
た
ら
し

た
そ
の
〔
電
信
〕
ケ
ー
ブ
ル
は
、
長
さ
が
二
四
イ
ギ
リ
ス
・
マ
イ
ル
（
歩
い
て

約
八
時
間
の
道
程
）
あ
り
、
二
〇
〇
ト
ン
以
上
の
重
量
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
イ

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
聞
の
電
信
連
絡
に
よ
っ
て
、
人
々
は
、
ほ
ん
の
何
分
か

の
う
ち
に
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
を
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

〔
よ
う
に
な
っ
た
〕。

【
長
崎
訳
三
九
三
頁
】

一�

先
頃
エ
ケ
レ
ス
国
と
フ
ラ
ン
ス
国
と
迅
速
の
通
路
を
開
候
、
右
仕
組
は
エ
ケ

キ
ト
ロ
マ
グ
子
テ
ィ
ー
セ
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
エ
レ
キ
ト
ル
の
気
尓

て
合
図
致
し
候
仕
掛
尓
有
之
、
海
底
を

通
り
両
国
往
来
い
た
し
候

一�

右
通
路
尓
用
ひ
候
器
具
は
、
長
サ
二
十
四
エ
ケ
レ
ス
メ
イ
ル
凡
阿
蘭
八
時

行 

尓 

当 

る
重
サ

二
百
ト
ン
一
ト
ン
は
日
本

千
六
百
斤
ニ
当
る
有
之
候
、
此
仕
組
の
合
図
尓
て
暫
時
の
間
に
フ
ラ
ン

ス
国
よ
り
エ
ケ
レ
ス
国
の
都
府
尓
伝
通
達
致
し
候

【
江
戸
訳
四
〇
四
頁
】

一�

当
年
の
末
尓
於
て
英
吉
利
と
払
郎
察
の
間
の
海
峡
底
を
通
す
る
「
エ
レ
キ
ト

ロ
、
マ
グ
子
チ
セ
」
機
関

の
名
の
合
図
を
以
て
、
速
尓
信
を
通
す
る
装
置
を
成
し

申
候

其
合
図
を
為
す
大オ

ホ
ツ
ナ綱
ハ
、
英
吉
利
の
里
法
尓
て
二
十
四
里
我
九　

里
半
余
凡
そ
八
小
時
行

の
長
き
尓
し
て
、
二
百
噸
我 

五 

万 

一

千
二
百
貫
目
余
の
重
さ
に
御
座
候
、
此
英
吉
利
と
払
郎

察
の
聞
尓
用
ひ
た
る
合
図
尓
よ
り
て
、
一
、
二
分
時
の
間
尓
払
郎
察
の
風
聞
英

吉
利
首
都
尓
通
し
申
候

een electrom
agnetische telegraaf

は
現
在
で
は
、
電
信
と
訳
さ
れ
る
が
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
日
本
に
そ
の
よ
う
な
機
械
・
概
念
は
な
く
、「
エ
ケ
キ
ト

ロ
マ
グ
子
テ
ィ
ー
セ
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
」（
長
崎
訳
）、「
エ
レ
キ
ト
ロ
、
マ
グ
子
チ
セ
」

（
江
戸
訳
）
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
ケ
ー
ブ
ル
」（K

abel

）

に
つ
い
て
も
、
当
時
の
日
本
に
は
な
い
も
の
で
、「
右
通
路
尓
用
ひ
候
器
具
」（
長
崎

訳
）、「
其
合
図
を
為
す
大オ

ホ
ツ
ナ綱
」（
江
戸
訳
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
に
苦

心
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
江
戸
訳
は
形
状
と
し
て
は
近
い
と
い
え
る
だ
ろ
う

が
、
そ
の
構
造
と
重
要
性
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う（

（2
（

。

一
八
五
三
年
、
一
八
五
四
年
の
別
段
風
説
書
の
オ
ラ
ン
ダ
の
記
事
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
―
オ
ラ
ン
ダ
間
に
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
電
信
は
、

「
エ
レ
キ
ト
ロ
マ
グ
子
テ
ィ
ー
セ
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
火
急
尓
事
柄
を
告
知

せ
し
む
る
仕
掛
の
義
」（
長
崎
訳
四
二
四

頁
）、「
エ
レ
キ
テ
ィ
リ
ー
セ
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
与
申
合
図
の
趣
向
」（
長
崎
訳
四
四
一

頁
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
は
、
一
八
五
四
年
の
別
段
風
説
書
に

お
い
て
、「
カ
ー
ブ
ル
綱
と
訳
す
、
右
仕
掛
二

相
用
候
も
の
ゝ
義
哉
」（
長
崎
訳
四
四
一
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
八
五
五
年
の
別
段
風
説
書
の
イ
ギ
リ
ス
の
項
に
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争

中
の
「
貌
利
太
尼
亜
の
イ
ン
ゲ
ニ
ウ
ル
武
器
製

作　

家
リ
デ
ル
人名

は
、
テ
レ
ガ
ラ
ー
フ
合
図

仕
掛
を
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バ
ラ
ク
ラ
フ
ァ
地
よ
り
ハ
ル
ナ
地
に
海
中
を
通
し
て
設
候
儀
、
貌
利
太
尼
亜
奉
行
の

命
を
請
け
東
方
に
発
足
い
た
し
候
、
此
仕
掛
有
之
候
ハ
ヽ
、
キ
リ
ム
地
人
ゟ
ロ
ン
ド

ン
都府
尓
の
便
一
時
間
余
に
可
得
通
候
」（
長
崎
訳
四
六
一
頁
）
と
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の

戦
地
の
重
要
拠
点
で
あ
る
バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
か
ら
ヴ
ァ
ル
ナ
へ
の
電
信
が
計
画
さ
れ
、

ロ
ン
ド
ン
へ
の
情
報
伝
達
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
一
八
五
六
年
の
記
事
に
は
、
こ
の
電
信
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
が
完
了

し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

別
段
風
説
書
の
記
事
に
お
い
て
さ
え
も
、
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
が
最
初
に
敷
設
さ

れ
て
か
ら
わ
ず
か
数
年
の
う
ち
に
、
国
際
的
な
電
信
ケ
ー
ブ
ル
網
が
拡
大
し
て
い
く

様
子
が
見
て
と
れ
る
。
特
に
、
戦
地
で
あ
る
バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
―
ヴ
ァ
ル
ナ
間
の
電
信

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
か
ら
は
、
国
際
電
信
が
誕
生
し
て
す
ぐ
に
、
そ
の
有
用
性
が
認
識
さ

れ
、
軍
事
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

５
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争

一
八
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
大
の
政
治
的
事
件
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争

で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
体
制

を
支
え
て
い
た
五
大
国
（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ

ン
、
ロ
シ
ア
）
が
、
相
互
に
直
接
的
に
武
力
衝
突
し
た
初
め
て
の
戦
争
で
あ
っ
た
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
期
間
は
、
一
八
五
三
年
一
〇
月
五
日
か
ら
一
八
五
六
年
三
月
三
〇

日
の
長
期
に
及
び
、
別
段
風
説
書
に
お
い
て
も
数
年
間
に
わ
た
っ
て
記
事
が
あ
る
。

以
下
で
は
、
別
段
風
説
書
の
記
述
に
沿
っ
て
、
情
報
を
補
足
し
つ
つ
、
内
容
を
見
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

一
八
五
三
年
の
別
段
風
説
書

一
八
五
三
年
の
別
段
風
説
書
か
ら
、
こ
の
争
い
に
つ
い
て
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
始

め
る
。

（出典：オーランドー・ファイジズ『クリミア戦争』染谷徹訳（白水社、二〇一五年）所収の地図
「東方問題の紛争地帯」を元に著者が地名を加え作成した。）

地図1　黒海周辺の戦争関連地域
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【
長
崎
訳
四
二
七
頁
】

一�

当
時
の
風
説
尓
て
は
、
ト
ル
コ
国
と
ロ
シ
ヤ
国
と
の
取
合
相
起
申
候
、
ロ
シ

ヤ
国
は
モ
ン
テ
子
ゴ
ロ
ー
を
借
地
尓
致
し
度
相
望
候

一
其
他
欧
羅
巴
の
支
配
向
も
此
落
着
ニ
相
闇
候
儀
有
之
候

【
松
方
編
二
五
九
頁
】

　

最
新
の
報
道
は
、
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ア
の
紛
争
を
報
じ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
、

と
り
わ
け
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
対
す
る
宗
主
権
と
、
ト
ル
コ
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
信
仰
の
自
由
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ト
ル
コ
内
は
大
き
な
混

乱
と
な
っ
た
。
首
都
〔
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ
ー
プ
ル
〕
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

生
存
が
脅
か
さ
れ
、
既
に
も
う
一
つ
の
都
市
ブ
ル
サ
で
は
反
乱
が
起
き
た
よ
う

で
あ
り
、
そ
の
際
数
名
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
命
が
失
わ
れ
た
。
ほ
か
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
政
府
は
、
こ
の
成
り
行
き
を
緊
張
し
て
見
守
っ
て
い
る
。

松
方
編
に
お
け
る
訳
と
比
較
す
る
と
、
長
崎
訳
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
に
は
あ

る
「
ト
ル
コ
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
の
自
由
」（vrijheit van godsdienst voor 

de C
hristenen in het Turkesche rijk

）（
（3
（

に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
宗
教
的
な
問
題
は
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
勃
発
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
と

さ
れ
る
た
め（

（3
（

、
長
崎
訳
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
検
討
に
値
す
る
だ

ろ
う
。

一
八
五
四
年
の
別
段
風
説
書

翌
一
八
五
四
年
の
別
段
風
説
書
は
、
戦
争
の
勃
発
を
知
ら
せ
て
い
る
。

【
長
崎
訳
四
四
七
頁
】

地図2　「クリミア戦争」関連地図
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一�

魯
西
亜
国
と
ト
ル
コ
国
と
の
一
件
ニ
付
て
は
、
昨
丑
年
別
段
風
説
ニ
申
上
候

以
来
弥
以
事
相
募
申
候
、
此
合
戦
尓
て
許
多
流
血
ニ
及
ひ
候
程
の
儀
ニ
い
た

り
、
人
命
数
多
相
損
シ
申
候

続
い
て
、
一
八
五
三
年
一
一
月
三
〇
日
の
シ
ノ
ー
プ
の
海
戦
に
つ
い
て
知
ら
せ
て

い
る
。
こ
の
シ
ノ
ー
プ
の
海
戦
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
オ
ス
マ
ン
軍
を
一
方
的
に
破
っ
た

上
に
、
シ
ノ
ー
プ
の
港
湾
施
設
を
完
全
に
破
壊
し
た
。
戦
い
が
あ
ま
り
に
一
方
的
で

あ
っ
た
こ
と
、
ロ
シ
ア
軍
が
助
け
を
求
め
る
者
ま
で
も
砲
撃
し
た
こ
と
で
、「
虐
殺
」

と
と
ら
え
ら
れ
、
英
仏
世
論
が
参
戦
へ
の
傾
く
契
機
と
な
っ
た（

（3
（

。
た
だ
し
、
英
仏

世
論
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
別
段
風
説
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

続
い
て
、
別
段
風
説
書
で
は
、
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
（A

khaltsikhe

、
現
ジ
ョ
ー
ジ
ア

の
都
市
）
近
郊
で
、
ト
ル
コ
軍
が
ロ
シ
ア
軍
に
敗
北
し
た
こ
と（

（3
（

（
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
の

戦
い
か
）、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ス
マ
ン
側
で
の
参
戦
、
英
仏
の
黒
海
艦
隊

の
戦
力
、
英
仏
露
の
バ
ル
ト
海
に
お
け
る
艦
隊
戦
力
が
示
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
の
戦
況
か
ら
、「
此
度
の
合
戦
尓
付
て
は
、
行
末
幸
不
幸
の
程
も
い
ま

た
計
難
く
、
其
際
限
も
聊
以
い
ま
た
見
へ
す
」（
長
崎
訳
四
四
九
頁
）
と
状
況
が
い

ま
だ
に
不
明
確
な
こ
と
、
戦
争
の
影
響
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
通
・
貿
易
に
及
ん
で
い

る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
へ
の
「
客
観
的
」
な
状
況
説
明
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
説
明
を
し
て
い
る
主
体
は
誰
な
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。

こ
の
後
も
戦
況
に
つ
い
て
の
記
述
が
続
く
。
オ
ス
マ
ン
側
に
は
エ
ジ
プ
ト
が
増
援

を
送
り
、
ロ
シ
ア
軍
は
ワ
ラ
キ
ア
へ
集
結
し
、
カ
ラ
フ
ァ
ト
（
現
ル
ー
マ
ニ
ア
南

部
）
で
は
オ
ス
マ
ン
軍
が
勝
利
し
た
。
四
月
上
旬
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
ド
ナ
ウ
川
を

渡
り
、
オ
ス
マ
ン
軍
に
勝
利
し
た
。

四
月
一
〇
日
の
ト
リ
エ
ス
テ
か
ら
の
電
信
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
議
定
書
に
調
印
し
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

四
月
二
二
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
連
合
艦
隊
が
オ
デ
ッ
サ
を
砲
撃
し
た
。

シ
リ
ス
ト
リ
ア
（
現
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
ド
ナ
ウ
川
沿
岸
地
域
）
は
ロ
シ
ア
に
攻
め
落

と
さ
れ
た
が
、
カ
ラ
フ
ァ
ト
で
は
オ
ス
マ
ン
軍
が
再
び
勝
利
し
た
。
ド
ブ
ロ
ジ
ャ

（
ド
ナ
ウ
河
口
か
ら
黒
海
へ
の
地
域
）
で
は
ロ
シ
ア
軍
に
赤
痢
に
か
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
シ
ル
カ
（
現
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ヤ
シ
県
の
村
）
か
ら
は
住
民
に
よ
っ
て
ロ
シ

ア
軍
が
追
い
出
さ
れ
た
。

一
八
五
五
年
の
別
段
風
説
書

一
八
五
五
年
の
別
段
風
説
書
に
お
け
る
戦
争
の
叙
述
は
非
常
に
多
い
。

ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
の
項
で
ま
ず
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
一
八
五
五
年
三
月
二
日

の
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
死
去
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
即
位
で
あ
る
。

そ
の
後
、
再
び
戦
況
の
推
移
で
あ
る
が
、
黒
海
沿
岸
の
戦
い
は
、
次
第
に
焦
点
が

セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
へ
と
集
中
し
て
く
る
。

ま
ず
は
、
全
体
の
概
要
で
あ
る
。
一
八
五
四
年
四
月
二
二
日
の
オ
デ
ッ
サ
の
砲
撃

の
後
、
英
仏
艦
隊
は
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
向
か
っ
た
。
ま
た
、
六
月
に
は
再
度
オ
デ
ッ

サ
が
砲
撃
さ
れ
た
。

英
仏
艦
隊
は
、
一
八
五
四
年
七
月
に
白
海
で
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
、
八
月
に
は
バ
ル
ト

海
で
ロ
シ
ア
の
ボ
マ
ー
ズ
ン
ト
要
塞
を
攻
撃
し
た
。

再
び
黒
海
沿
岸
に
戻
り
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
、
ワ
ラ
キ
ア
で
は
絶
え
間
な
く
戦
闘
が
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継
続
し
た
。

一
八
五
四
年
四
月
二
〇
日
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン
は
攻
守
条
約
を

締
結
し
た
。

こ
の
間
、
ロ
シ
ア
軍
が
ド
ナ
ウ
右
岸
の
シ
リ
ス
ト
リ
ア
要
塞
へ
の
攻
撃
を
開
始
し

た
が
、
す
べ
て
撃
退
さ
れ
、
六
月
に
撤
退
し
た
。
こ
の
結
果
、
戦
線
は
、
ド
ナ
ウ
河

口
、
ド
ブ
ロ
ジ
ャ
の
近
郊
の
み
と
な
っ
た
。
他
方
で
、
こ
の
時
期
に
は
、
英
仏
艦
隊

は
ヴ
ァ
ル
ナ
港
に
集
結
し
始
め
て
い
た
。

こ
こ
で
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
に
目
が
向
け
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
は
以
前
か
ら
、
コ
ー

カ
サ
ス
地
域
の
支
配
を
目
指
し
、
こ
の
地
域
で
の
戦
闘
を
繰
り
返
し
て
き
た
（
コ
ー

カ
サ
ス
戦
争
）。
そ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
は
、
こ
の
地
域
に
も
軍
隊
を
駐
留
さ
せ
て
い

た
が
、
こ
の
時
点
で
一
旦
駆
逐
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
た
だ
し
、

コ
ー
カ
サ
ス
戦
争
は
こ
の
後
一
八
六
四
年
ま
で
継
続
す
る
。）

再
び
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
に
目
を
移
し
、
英
仏
軍
は
、
要
塞
を
北
側
か
ら
包
囲
す
る

作
戦
を
立
て
る
と
同
時
に
、
南
方
に
あ
る
バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
港
を
占
拠
し
、
拠
点
と
す

る
計
画
を
立
て
た
。
ヴ
ァ
ル
ナ
に
終
結
し
た
連
合
軍
は
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
北
に

あ
る
エ
フ
パ
ト
リ
ア
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
イ
ェ
フ
パ
ト
ー
リ
ヤ
）
へ
向
け
て
進
行

し
、
九
月
一
三
か
ら
一
六
日
に
上
陸
が
完
了
し
た
。
そ
こ
か
ら
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
へ

進
撃
し
、
ロ
シ
ア
軍
と
ア
ル
マ
川
沿
岸
で
戦
闘
と
な
っ
た
（
ア
ル
マ
の
戦
い
、
九
月

二
〇
日（

（3
（

）。
さ
ら
に
、
連
合
軍
は
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
後
方
へ
回
る
た
め
に
、
バ

ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
を
奪
取
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
は
一
部
包
囲
さ
れ
た

（
た
だ
し
、
北
と
東
は
包
囲
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
地
と
は
自
由
に
通
行
し
て
い
た
）。

一
〇
月
一
七
日
か
ら
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
要
塞
へ
の
砲
撃
が
始
ま
っ
た
。
一
〇
月
二
四

日
、
二
五
日
に
ロ
シ
ア
軍
が
連
合
軍
に
向
か
っ
て
進
撃
し
、
激
し
い
戦
闘
と
な
っ
た

（
バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
の
戦
い（

（3
（

）。
さ
ら
に
、
一
一
月
五
日
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
ロ
シ

ア
軍
が
南
へ
向
か
っ
て
出
撃
し
、
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
渓
谷
で
連
合
軍
と
衝
突
し
、
連
合

軍
が
ロ
シ
ア
軍
を
撃
退
し
た
（
イ
ン
ケ
ル
マ
ン
の
戦
い
）（

（3
（

。
一
一
月
一
三
日
に
は
、

ロ
シ
ア
軍
が
エ
フ
パ
ト
リ
ア
を
攻
撃
し
た
が
、
撃
退
さ
れ
た
。

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
コ
レ
ラ
が
猛
威
を
振
る
っ
た
。
ま
た
、
天
候
も
悪
く
、
一

一
月
一
四
日
、
一
五
日
に
は
、
嵐
に
よ
り
連
合
軍
の
船
が
沈
没
し
た
。
ま
た
、
陣
営

の
衛
生
状
態
が
悪
く
、
一
八
五
五
年
二
月
の
時
点
で
、
連
合
軍
は
、
陣
営
や
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
や
ヴ
ァ
ル
ナ
の
病
院
に
一
万
八
〇
〇
〇
人
の
患
者
が
収
容
さ
れ

て
い
た
。
一
八
五
五
年
二
月
、
三
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
状
況
の
改
善
が
さ
れ
て

い
っ
た
。
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
要
塞
へ
の
攻
撃
が
開
始
さ

れ
た
。
三
月
一
六
日
、
一
七
日
の
攻
撃
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
軍
の
総
司
令
官
メ
ン
シ
コ

フ
が
死
亡
し
（
実
際
に
は
死
ん
で
い
な
い
）、
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
が
ロ
シ
ア
軍
の
総
司

令
官
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
状
況
を
ま
と
め
た
上
で
、

【
長
崎
訳
四
七
三
頁
】

一�

推
考
致
し
候
に
、
デ
キ
リ
ム
地名

に
当
時
魯
西
亜
勢
凡
二
十
万
、
𠸄
咭
唎
、
払

朗
西
、
都
児
格
勢
凡
十
六
万
人
可
罷
在
、
其
対
戦
及
ひ
軍
勢
兵
船
軍
用
其
外

金
銀
夥
し
く
損
毛
の
後
、
同
盟
方
は
セ
バ
ス
ト
ポ
ル
地名

を
手
尓
入
候
儀
相
叶

候
哉
い
ま
た
不
分
明
に
有
之
候
、
右
ニ
付
防
禦
方
の
剛
強
な
る
事
は
大
凡
記

録
中
尓
も
類
例
無
之
候
程
の
儀
尓
御
座
候

【
松
方
編
三
〇
一
頁
】
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ク
リ
ミ
ア
半
島
に
は
現
在
、
二
〇
万
人
以
上
の
ロ
シ
ア
軍
と
一
六
万
人
の
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル
コ
軍
が
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
大
量

殺
裁
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
、
船
、
戦
争
物
資
、
大
量
の
戦
費
の
喪
失
を
経
て
も
、

連
合
軍
が
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
奪
取
に
成
功
す
る
か
ど
う
か
は
、
い
ま
だ
定
か

で
は
な
い
。
こ
う
し
た
粘
り
強
い
〔
ロ
シ
ア
軍
の
〕
防
衛
は
史
上
ほ
と
ん
ど
例

が
な
い
。

と
ロ
シ
ア
側
の
「
剛
強
な
る
事
」
を
評
価
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
場
面
が
転
換
し
、
英
仏
海
軍
が
「
カ
ム
シ
カ
ッ
ト
カ
」（
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
）
に
あ
る
「
ペ
ト
ロ
パ
ウ
ロ
ー
ス
キ
」（
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
）
へ

向
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
際
は
、
防
衛
側
が
英
仏
海
軍
を
撃
退
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

最
後
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
講
和
の
た
め
の
交
渉
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

一
八
五
六
年
の
別
段
風
説
書

一
八
五
六
年
（
安
政
三
年
）
の
別
段
風
説
書
に
も
さ
ら
に
続
報
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
の
項
の
冒
頭
に
、「
此
両
国
幷
西
方
の
国
々
と
和
談
有
之
候
儀

先
肝
要
の
申
上
事
ニ
御
座
候
」（
長
崎
訳
四
八
七
頁
）
と
あ
り
、
一
八
五
六
年
三
月

三
〇
日
に
パ
リ
で
講
和
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
前
年
か
ら
の
状
況
の
続
報
が
示
さ
れ
る
。
特
に
重
要
な
の
が
、
一

八
五
五
年
九
月
八
日
に
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
「
南
手
」
を
連
合
軍
が
占
領
し
た
こ
と

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
詳
細
に
入
る
前
に
、
他
地
域
の
状
況
を
確
認
す
る
。
バ
ル
ト
海
、
白
海
に
お

い
て
連
合
艦
隊
は
砲
撃
を
行
い
、
港
を
封
鎖
し
た
が
、
戦
闘
は
既
に
終
わ
っ
て
お

り
、
艦
隊
は
帰
港
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
南
部
へ
目
を
向
け
る
と
、
一
八
五
五
年
五
月
に
ケ
ル
チ
と
イ
レ
ニ
カ
レ
へ

の
遠
征
が
行
わ
れ
た（

（3
（

。
ま
た
、
ア
ゾ
フ
海
の
制
海
権
を
連
合
国
側
が
掌
握
し
、
ロ

シ
ア
軍
の
補
給
を
妨
害
し
た
。

こ
こ
か
ら
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
に
目
を
向
け
る
。
一
八
五
五
年
六
月
六
日
、
セ
ヴ
ァ

ス
ト
ポ
リ
へ
の
砲
撃
が
再
開
さ
れ
た
。
六
月
一
七
日
に
、
重
要
陣
地
で
あ
る
マ
ラ
コ

フ
砲
塔
へ
の
攻
撃
を
行
っ
た
が
、
翌
日
に
は
失
敗
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
七
月
一
五

日
、
一
六
日
、
ま
た
、
八
月
一
六
日
に
は
チ
ェ
ル
ナ
ヤ
で
連
合
軍
を
攻
撃
し
た
が
、

撃
退
さ
れ
た
（
チ
ェ
ル
ナ
ヤ
の
戦
い（

（3
（

）。

連
合
軍
は
、
八
月
一
七
日
か
ら
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
を
再
度
攻
撃
、
さ
ら
に
九
月
五

日
か
ら
八
日
ま
で
再
び
攻
撃
を
行
っ
た
結
果
、
九
月
八
日
午
後
に
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ

が
占
領
さ
れ
た
。
な
お
、
最
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
マ
ラ
コ
フ
砲
塔
は
フ
ラ
ン
ス
軍
に

よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
。
な
お
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
の
北
側
で
は
、
戦
闘
は
し
ば
ら
く

継
続
し
た
。

他
方
、
ア
ナ
ト
リ
ア
の
カ
ル
ス
要
塞
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
い

た
。
一
八
五
五
年
九
月
二
九
日
に
オ
ス
マ
ン
軍
が
ロ
シ
ア
軍
に
攻
撃
を
行
っ
た
が
、

そ
の
後
も
包
囲
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ル
ス
内
で
食
料
が
欠
乏
し
、
一
一
月
二

九
日
に
降
伏
し
た
。

そ
の
後
も
戦
闘
は
続
い
た
が
、
一
八
五
六
年
一
月
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
が
ロ
シ
ア
と
和
平
交
渉
を
始
め
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
四
つ
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の
条
件
が
示
さ
れ
た
。
一
．
ロ
シ
ア
に
よ
る
ワ
ラ
キ
ア
、
モ
ル
ダ
ヴ
ィ
ア
の
保
護
の

放
棄
、
二
．
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
の
放
棄
、
三
．
黒
海
の
中
立
化
、
四
．
オ
ス
マ
ン
帝
国

支
配
化
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
共
同
保
護
。
こ
の
条
件
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
は
さ
ら
に

条
件
を
示
し
た
が
、
最
終
的
に
は
こ
の
条
件
を
受
け
入
れ
た
。
二
月
二
五
日
か
ら
パ

リ
で
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
サ

ル
デ
ー
ニ
ャ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
代
表
が
参
加
し
た
。
結
果
と
し

て
、
三
月
三
〇
日
に
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
た
。

最
後
に
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
を
一
八
五
五
年
五
月
に

再
び
連
合
小
艦
隊
が
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
す
で
に
要
塞
が
放
棄
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
施
設
を
破
壊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五
七
年
の
別
段
風
説
書
に
は
、
パ
リ
で
の
講
和
条
約
と
そ
の
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
。

以
上
が
、
別
段
風
説
書
に
お
け
る
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
概
要
で
あ
る
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
は
、
バ
ル
ト
海
、
ク
リ
ミ
ア
、
バ
ル
カ
ン
半
島
（
主
に
ド
ナ
ウ
河

口
地
域
）、
コ
ー
カ
サ
ス
、
極
東
、
白
海
な
ど
、
世
界
各
地
で
戦
わ
れ
た
。
別
段
風

説
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
戦
争
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
争
継
続
の
さ

な
か
に
行
わ
れ
て
い
た
大
国
間
の
講
和
へ
向
け
た
外
交
交
渉
、
中
立
国
の
態
度
に
つ

い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
結
果
・
勝
敗
に
つ
い
て
は
、
別
段
風
説
書
に
直
接
的
な
判
断
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
側
か
ら
見
れ
ば
、
極
東
・
白
海
は
、
戦
争
の
結
果
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
く
、
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
戦
い
は
、
何
の
成
果
も
得

ら
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。
バ
ル
ト
海
の
作
戦
は
引
き
分
け
、
ク
リ
ミ
ア
戦
線
は
敗

北
し
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
の
戦
線
は
勝
利
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
八

五
五
年
一
一
月
に
ロ
シ
ア
軍
が
獲
得
し
た
カ
ル
ス
は
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
に
比
べ

て
、
戦
略
的
重
要
性
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た
た
め
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
ロ
シ
ア
に

有
利
で
は
な
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
る（

（4
（

。

ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
死
者
に
つ
い
て
、
別
段
風
説
書
に
お
い
て
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ

て
い
た
が
、
全
体
的
な
数
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト

に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
軍
は
お
よ
そ
一
〇
万
人
、
イ
ギ
リ
ス
軍
は
二
万
二
〇
〇
〇

人
、
ロ
シ
ア
軍
四
〇
万
六
〇
〇
〇
人
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
二
三
〇
〇
人
、
ト
ル
コ
軍
四

万
五
〇
〇
〇
人
で
、
全
体
で
お
よ
そ
五
三
万
三
三
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

極
東
に
あ
る
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
一
八
五
五
年
、

一
八
五
六
年
の
別
段
風
説
書
と
も
に
、
各
地
の
戦
況
の
最
後
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
日
本
向
け
の
情
報
で
あ
る
た
め
の
配
置
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ペ

ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
要
塞
へ
攻
撃
を
行
っ
た
英
仏
艦
隊
は
、
ペ
ル
ー
の
カ
ヤ
オ

（C
allao

）
に
駐
留
し
て
い
た
艦
船
で
あ
っ
た
。
エ
ク
ア
ド
ル
や
チ
リ
、
ペ
ル
ー
の

政
情
不
安
に
あ
り
、
そ
こ
に
行
っ
た
投
資
、
ま
た
、
グ
ア
ノ
や
銀
な
ど
の
貿
易
を
保

護
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
の
軍
艦
が
集

ま
っ
た
。
こ
れ
が
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
勃
発
時
に
は
多
く
の
連
合
軍
軍
艦
が
南
米
を
拠

点
と
し
た
理
由
で
あ
っ
た（

（4
（

。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
は
、「
ク
リ
ミ
ア
」
と
い
う
局
地
の
戦

い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
を
戦
場
と
し
た
「
帝
国
」
の
戦
争
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
に
は
、
そ
の
戦
争
の
広
が
り
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
別
段
風
説
書
に
お
け
る
一
八
五
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
見
て
き

た
。
一
八
四
八
年
の
「
騒
動
」
と
そ
の
直
後
の
政
治
的
混
乱
と
そ
の
収
拾
と
い
う
政

治
過
程
の
の
ち
、「
資
本
の
時
代
」
の
特
徴
で
あ
る
自
由
貿
易
の
進
展
、
科
学
技
術

の
発
展
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
叙
述
を
検
討
し
、
別
段
風
説
書

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
点
目
は
、
別
段
風
説
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
の
作
成
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
誰

が
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
を
書
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
く
、
ま
た
一
人
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
て
と
れ
る
。
作
成
者
は
、
オ

ラ
ン
ダ
の
状
況
を
「
安
寧
」「
繁
昌
」
と
捉
え
、「
自
由
貿
易
」
の
広
が
り
を
肯
定
的

に
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
便
を
理
解
し

て
い
る
が
、
た
だ
し
、
科
学
や
機
械
の
も
の
に
は
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
。「
騒
動
」

や
「
戦
争
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
限
り
、
客
観
的
な

視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
情
報
提
供
相
手
で
あ
る
日
本
が
必
要
と
す
る
で

あ
ろ
う
情
報
（
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
事
例
）
を
推
測
し
、
風
説
書
の
中
に
効
果
的
に
配

置
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
作
成
者
（
た
ち
）
の
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

二
点
目
は
、
翻
訳
を
す
る
側
に
つ
い
て
で
あ
る
。
電
信
や
ケ
ー
ブ
ル
、「
袖
廊
」

と
い
っ
た
科
学
技
術
に
つ
い
て
は
翻
訳
に
苦
心
し
て
い
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
た
。
こ

れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
日
本
の
言
葉
に
で
き
る
だ
け
「
等
価
」
な
か
た
ち
で
翻
訳
し

よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
「
近
代
的
」
な
翻
訳
の
態
度
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他

方
で
、
一
八
五
七
年
の
ロ
シ
ア
の
項
の
「
自
由
貿
易
」
に
つ
い
て
は
独
自
の
説
明
を

し
、
ま
た
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
開
戦
理
由
に
お
い
て
「
ト
ル
コ
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
信
仰
の
自
由
」
に
つ
い
て
は
訳
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
、
翻
訳
を
す
る
側
の

解
釈
の
余
地
や
あ
え
て
訳
さ
な
い
と
い
う
（
政
治
的
な
）
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
、
翻
訳
者
（
た
ち
）
の
主
体
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、「
社
会
主
義
」「
自
由
貿
易
」「
ク
リ
ミ
ア
戦
争
」
と
い
っ
た
、
現
在
で

は
一
定
の
価
値
と
意
味
が
確
定
し
て
い
る
概
念
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
起
こ
っ
た
当
時
に

は
、
現
在
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
い
ま
だ
「
結
晶
化
」
し
て
は
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
す
べ
て
の
市
民
に
財
産
を
平
等
に
分
け
る
党
派
」

と
い
う
言
葉
は
、
現
在
私
た
ち
が
「
社
会
主
義
」
と
理
解
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
に
も
「
社
会
主
義
」
と
い
う
用
語
は
用
い
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、「
社
会
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
書
き
手
が
拒
否
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
「
社
会
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
一

般
化
は
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
自
由
貿
易vrije handel

」

と
い
う
概
念
も
、
他
国
の
利
益
も
自
国
の
利
益
と
同
様
に
扱
う
と
説
明
さ
れ
て
い
る

が
、「
自
由
貿
易
」
と
い
う
語
に
現
在
込
め
ら
れ
て
い
る
概
念
に
比
べ
る
と
そ
の
意

味
合
い
が
狭
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方
、「
ク
リ
ミ
ア
戦
争
」
と
い
う
語
で

現
在
認
識
さ
れ
て
い
る
戦
争
は
、
実
際
に
は
、
ク
リ
ミ
ア
に
限
ら
れ
た
局
地
戦
で
は

な
く
、
広
域
に
わ
た
っ
て
戦
闘
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
別
段
風
説
書
に
記
さ
れ
て
い

た
。「
ク
リ
ミ
ア
戦
争
」
と
い
う
現
在
の
概
念
の
方
が
、
戦
争
の
広
が
り
を
狭
く
理

解
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
ク
リ
ミ
ア
戦
争
」
は
、「
帝

国
」
と
い
う
概
念
か
ら
再
度
捉
え
直
さ
れ
て
、
こ
の
戦
争
の
広
域
性
が
再
び
理
解
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、A

part N
ieuw

s

、
別
段
風
説
書
と
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し
て
作
成
・
翻
訳
・
解
釈
さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
は
、
そ
の
当
時
の
事
件
の
情
報
だ

け
で
な
く
、
歴
史
的
事
象
や
概
念
に
関
す
る
現
在
の
私
た
ち
の
理
解
を
問
い
直
す
契

機
を
も
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

拙
稿
「
別
段
風
説
書
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

―
一
八
四
八
年
革
命
を
中
心
に
―
」『
風
説

書
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』（
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
叢
書
）（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
。

（
2
）	

別
段
風
説
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
文
は
以
下
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
以
下
は
原
文
の
年
代

順
で
示
す
。
西
澤
美
穂
子
、
松
方
冬
子
「
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭

文
テ
キ
ス
ト
」『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
三
四
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）／
松
方
冬
子
「
幻

の
一
八
四
五
年
別
段
風
説
書
と
そ
の
情
報
源
」（
上
）（
下
）『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
二
六
巻

二
号
、
第
二
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
／
矢
森
小
映
子
「
一

八
四
六
（
弘
化
三
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」『
洋
学
』
一
七
号
（
二
〇
〇
八
年
）

／
松
方
冬
子
、
矢
森
小
映
子
「
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」

『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
三
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）／
松
方
冬
子
「
一
八
四
八 (

嘉

永
元) 

年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」『
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
2
）「
近

世
日
本
関
係
欧
文
文
書
群
の
史
料
学
的
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
）

／
矢
森
小
映
子
、
松
方
冬
子
「
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」

『
論
集
き
ん
せ
い
』
二
九
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
／
矢
森
小
映
子
、
松
方
冬
子
「
一
八
五

〇
（
嘉
永
三
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

第
一
九
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
／
金
井
圓
「
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
和
蘭
別
段
風

説
書
に
つ
い
て
」『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
二
六
巻
二
号
（
一
九
八
九
年
三
月
）
／
松
方
冬
子

「
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」『
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
（
Ｂ
）「
近
世
日
本
関
係
欧
文
文
書
群
の
史
料
学
的
研
究
（
研
究
課
題
番
号
一
五
三
二

〇
〇
七
七
）」
成
果
報
告
書
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
／
西
澤
美
穂
子
、
松
方
冬
子
「
一
八

五
四
（
安
政
元
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」『
論
集
き
ん
せ
い
』
三
〇
号
（
二
〇

〇
八
年
五
月
）
／
松
方
冬
子
「
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」

『
古
文
書
研
究
』
六
九
号
（
二
〇
一
〇
年
五
月
）
／
松
方
冬
子
「
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年

最
後
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」（
上
）（
下
）『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
三
一
巻
一
号
、

第
三
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）。
こ
の
ほ
か
に
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
中
の
史
料
も
参
照
し
た
。

（
3
）	

Ｅ
．
Ｊ
．
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
『
資
本
の
時
代　

一
八
四
八
―
一
八
七
五
』 

柳
父
圀
近
、
長
野

聰
、
荒
関
め
ぐ
み
訳
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
九
八
二
年
）、「
序
言
」
参
照
。

（
4
）	

拙
稿
「
別
段
風
説
書
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」、
六
五
二
―
六
五
三
頁
。

（
5
）	

矢
森
小
映
子
、
松
方
冬
子
「
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」、

九
頁
。

（
6
）	

長
崎
訳
三
七
六
頁
、
江
戸
訳
三
八
六
頁
、
松
方
編
二
三
一
頁
。

（
7
）	

長
崎
訳
三
九
四
頁
、
江
戸
訳
四
〇
六
頁
、
松
方
編
二
四
四
―
二
四
五
頁
。

（
8
）	

長
崎
訳
三
三
七
頁
、
江
戸
訳
三
五
五
頁
、
松
方
編
二
一
五
頁
。

（
9
）	

ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
長
崎
訳
三
九
三
―
三
九
四
頁
、
江
戸

訳
四
〇
五
頁
。

（
10
）	

ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
皇
帝
即
位
に
つ
い
て
は
、
長
崎
訳
四
二
六
頁
。
長
崎
訳
で
は
、「
国

帝
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
デ
ル
デ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	

長
崎
訳
四
四
六
頁
、
松
方
編
二
七
四
頁
。

（
12
）	
一
八
四
九
年
の
別
段
風
説
書
に
は
、「
ド
イ
ツ
」
に
つ
い
て
、「
先
年
ヨ
リ
諸
邦
に
分
別
ノ

処
」（
長
崎
訳
三
一
六
）、「
従
来
久
し
く
数
国
尓
分
か
れ
た
る
」（
江
戸
訳
三
二
七
）
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

翻
訳
語
と
し
て
の
「
共
和
政
治
」
と
い
う
語
に
関
し
て
は
、
橋
本
真
吾
「
近
世
後
期
に
お
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パ
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け
る
対
米
観
の
形
成
―
大
槻
玄
沢
か
ら
箕
作
省
吾
『
坤
輿
図
識
』
ま
で
」『
洋
学
』
二
五
号

（
二
〇
一
八
年
）
参
照
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
世
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
関
す
る

「
共
和
政
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
中
澤
達
哉
編
『
王
の
い
る
共
和
政
―
ジ
ャ
コ
バ
ン
再
考
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
の
こ
と
。

（
14
）	

エ
ル
フ
ル
ト
連
合
か
ら
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
協
定
、
ド
レ
ス
デ
ン
会
議
に
い
た
る
ま
で
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
成
立
期
（
一
八
四
九
年
―
一
八
五
〇
年
）
に
お
け
る

ポ
ー
ゼ
ン
問
題
」『
青
山
史
学
』
三
二
号
、
二
二
―
二
三
、
三
三
頁
。H

uber, Ernst R
udolf, 

D
eutsche Verfassungsgeschichte seit 1789. Bd.2: Bism

arck und das Reich (Stuttgart; 

W
. K

ohlham
m

er G
m

bH
., 3.A

ufl., 1988), S.885-925.

（
15
）	

エ
ル
フ
ル
ト
憲
法
は
、H

uber, Ernst R
udolf(H

g.), D
okum

ente zur deutschen Verfas-

sungsgeschichte. Bd.1: D
eutsche Verfassungsdokum

ete 1803-1850 (Stuttgart; W
. 

K
ohlham

m
er G

m
bH

., 3.A
ufl., 1978), S.551-556.

（
16
）	

長
崎
訳
三
七
七
―
三
七
八
頁
、
江
戸
訳
三
八
七
―
三
八
八
頁
、
松
方
編
二
三
二
頁
。

（
17
）	

長
崎
訳
三
四
〇
―
三
四
一
頁
、
江
戸
訳
三
五
八
―
三
五
九
頁
。

（
18
）	

以
下
はrust

の
訳
に
当
た
る
語
を
一
覧
す
る
。
一
八
四
八
年
：
安
寧
（
長
崎
訳
二
九
三
）、

平
穏
（
江
戸
訳
三
〇
二
）
／
一
八
四
九
年
：
静
謐
（
長
崎
三
一
〇
）、
和
平
無
事
（
江
戸
三

二
一
）
／
一
八
五
〇
年
：
物
静
ニ
有
候
（
長
崎
訳
三
三
〇
）、
静
謐
（
江
戸
訳
三
四
八
）
／

一
八
五
一
年
：
静
謐
安
全
（
長
崎
訳
三
六
二
）、（
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
「
静
謐
」（
長
崎

訳
三
七
六
））
／
一
八
五
二
年
：
静
謐
（
長
崎
訳
三
九
〇
）、
平
穏
（
江
戸
訳
、
四
〇
一
）

／
一
八
五
三
年
：
能
く
相
治
り
（
長
崎
訳
四
二
三
）、（
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
も
「
静
謐
」（
長

崎
訳
四
二
六
）
／
一
八
五
四
年
：
静
謐
（
長
崎
訳
四
四
一
）
／
一
八
五
五
年
：
穏
尓
て
（
長

崎
訳
四
五
七
）
／
一
八
五
六
年
：
国
中
静
謐
（
長
崎
訳
四
八
〇
）
／
一
八
五
七
年
：
無
事

穏
尓
て
（
長
崎
訳
四
九
六
）、
平
穏
（
江
戸
訳
五
一
五
）。

（
19
）	「
繁
昌
」
に
評
価
に
関
す
る
役
は
以
下
の
通
り
。
一
八
五
二
年
：
商
売
向
等
誠
ニ
繁
昌
仕
候

儀
ニ
御
座
候
（
長
崎
訳
三
九
〇
）、
国
民
の
職
業
幷
交
易
も
益
繁
昌
仕
候
（
江
戸
訳
四
〇

四
）
／
千
八
百
五
十
三
年
：
商
業
渡
世
専
ら
繁
昌
仕
候
儀
に
候
（
長
崎
訳
四
二
三
）
／
一

八
五
四
年
：
貿
易
航
海
専
ら
盛
尓
有
之
候
（
長
崎
訳
四
四
一
）
／
一
八
五
五
年
：
交
易
及

ひ
航
海
の
儀
盛
に
有
之
候
（
長
崎
訳
四
五
七
）
／
一
八
五
六
年
：
商
法
航
海
之
儀
者
弥
繁

昌
い
た
し
候
（
長
崎
訳
四
八
〇
）
／
一
八
五
七
年
：
貿
易
航
海
其
余
産
業
弥
増
な
り
（
長

崎
訳
四
九
八
）、
交
易
航
海
及
ひ
力
作
の
産
業
愈
盛
な
り
（
江
戸
訳
五
一
五
）。

（
20
）	

松
方
冬
子
「
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」、
八
頁
。

（
21
）	

長
崎
訳
五
〇
二
―
五
〇
三
頁
、
江
戸
訳
五
二
二
、
松
方
編
三
三
一
頁
。

（
22
）	

長
崎
訳
三
六
三
頁
、
江
戸
訳
三
八
二
頁
、
松
方
編
二
二
三
頁
。

（
23
）	 A

ndreas N
. A

ngelakis, M
oham

m
ad Valipour, K

w
ang-H

o C
hoo, A

bdelkader T. A
hm

ed, 

A
lper B

aba, R
ohitashw

 K
um

ar, G
urpal S. Toor, Zhiw

ei W
ang, D

esalination: From
 

A
ncient to Present and Future, W

ater 2021, 13(16), 2222 (https://doi.org/10.3390/), 

p.12.

（
24
）	

長
崎
訳
四
六
一
頁
、
松
方
編
二
八
九
頁
。
な
お
、
日
本
で
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
砲
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
と
は
異
な
る
。

（
25
）	

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
の
問
題
と
し
て
、
松
方
編
の
解
題
に
お
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
松
方
編
一
七
頁
参
照
。

（
26
）	

水
晶
宮
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
松
村
昌
家
『
水
晶
宮
物
語
‐
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
一
八

五
一
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
六
年
）、
一
五
三
―
一
五
五
頁
。

（
27
）	

長
崎
訳
三
九
二
―
三
九
三
頁
、
江
戸
訳
四
〇
三
―
四
〇
四
頁
、
松
方
編
二
四
二
頁
。

（
28
）	

金
井
圓
「
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
の
和
蘭
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
」、
七
二
頁
。

（
29
）	

国
際
電
信
を
可
能
に
す
る
の
に
重
要
な
の
は
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
特
に
、
ケ
ー
ブ
ル
の

絶
縁
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
改
定
を
通
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
絶
縁
に
は
、
ゴ
ム
の

一
種
で
あ
る
ガ
タ
パ
ー
チ
ャ
が
用
い
ら
れ
た
。
な
お
、
原
産
地
の
マ
レ
ー
は
、
当
時
イ
ギ

リ
ス
が
支
配
し
て
い
た
。
西
田
健
二
郎
『
英
国
に
お
け
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
百
年
史
』（
国
際

電
信
電
話
、
一
九
七
一
年
）、
九
‐
二
〇
頁
。



青
　
山

　
史

　
学

(116 )

（
30
）	

長
崎
訳
四
八
三
‐
四
八
四
頁
。

（
31
）	
松
方
冬
子
「
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」、
八
頁
。

（
32
）	

ロ
シ
ア
側
の
開
戦
理
由
と
し
て
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
降
誕
教
会
の
鍵
の
管
理
権
、
つ
ま
り
、
オ

ス
マ
ン
帝
国
内
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
保
護
権
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
ス
ル
タ
ン
が
カ
ト

リ
ッ
ク
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
認
め
た
こ
と
が
ロ
シ
ア
の
不
満
を
高
め
た
。
オ
ー
ラ
ン

ド
ー
・
フ
ァ
イ
ジ
ズ
『
ク
リ
ミ
ア
戦
争
』（
上
）
染
谷
徹
訳
（
白
水
社
、
二
〇
一
五
年
）、

一
七
八
―
一
八
〇
頁
。

（
33
）	 W

infried B
aum

gart, The C
rim

ean W
ar, 1853-1856, 2nd ed. (London: B

loom
sbury 

A
cadem

ic, 2020), p.17.

（
34
）	

西
澤
・
松
方
の
翻
刻
で
は
、in G

eorgie nabij A
chalzich

と
な
っ
て
お
り
（
西
澤
美
穂
子
、

松
方
冬
子
「
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
の
別
段
風
説
書
蘭
文
テ
キ
ス
ト
」、
一
二
頁
）、
現

代
語
訳
も
そ
れ
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（「
ア
カ
ル
ジ
ッ
チ
付
近
の
グ
ル
ジ
エ
で
も
、」

松
方
編
二
七
六
頁
）。
長
崎
訳
も
「
ア
カ
ル
シ
グ
地名

の
近
辺
の
セ
オ
ル
ジ
ー
地名
尓
て
、」（
長
崎

訳
四
四
七
頁
）
と
同
様
に
訳
し
て
い
る
。
他
方
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
マ
イ

ク
ル
フ
ィ
ル
ム
のA

part N
ieuw

s (H
dup. 6998-133)

で
は
、in G

eorgie, nabij A
chalzich

と
コ
ン
マ
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
訳
と
指
し
て
い
る
戦
い
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
の
戦
い
（
一
一
月
二
四
日
）
に
つ
い
て
は
、D

m
itry 

Plotnikov, B
attles and m

ilitary art in the C
aucasian theatre of operations, in: C

andan 

B
adem

(ed.), The Routledge handbook of the C
rim

ean W
ar (London: R

outledge, 2022), 

pp.129-130. 

た
だ
し
、
こ
の
戦
い
と
は
別
に
、
一
一
月
一
三
日
に
ア
ハ
ル
ツ
ィ
ヘ
の
近
郊

Süflis (Sadzel)

に
お
け
る
戦
い
が
あ
り
こ
れ
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。M

esut 

U
yar, The O

ttom
an offi

cer corps and the C
rim

ean W
ar, in: The Routledge handbook of 

the C
rim

ean W
ar, p.215

（
35
）	

日
付
は
、
松
方
編
が
九
月
二
九
日
（
二
九
七
頁
）、
長
崎
訳
が
九
月
二
五
日
（
長
崎
訳
四
六

九
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
マ
の
戦
い
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
イ
ジ
ズ
『
ク
リ
ミ
ア
戦
争
』

上
巻
、
第
七
章
参
照
。

（
36
）	

バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
の
戦
い
の
推
移
に
つ
い
て
は
、cf. D

ouglas J. A
ustin, B

etter R
easons w

hy! 

C
aptain N

olan and the C
harge of the Light B

rigade, in: The Routledge handbook of the 

C
rim

ean W
ar, pp.141-143.

（
37
）	 B

aum
gart, The C

rim
ean W

ar, 1853-1856, pp.141-148.

（
38
）	

遠
征
は
五
月
二
二
日
。B

aum
gart, The C

rim
ean W

ar, 1853-1856, pp.157-158.

（
39
）	

チ
ェ
ル
ナ
ヤ
の
戦
い
は
八
月
一
六
日
。B

aum
gart, The C

rim
ean W

ar, 1853-1856, pp.166-

168.

（
40
）	 A

lexey A
. K

rivopalov, R
ussia's m

ilitary strategy and lessons of the w
ar, in: The 

Routledge handbook of the C
rim

ean W
ar, p.52.

（
41
）	 B

aum
gart, The C

rim
ean W

ar, 1853-1856, pp.248-251.

（
42
）	 A

ndrew
 C

. R
ath, The C

rim
ean W

ar in im
perial context, 1854-1856 (N

ew
 York: 

Palgrave M
acm

illan, 2015), p.117.




